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FAMOUS AIRPLANES OF THE WORLD: No. 49 


KAWANISHI TYPE 2 FLYING BOAT 


川西 ら 式 飛行 艇 
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どど 式 飛 行 艇 の 塗装 と マー キ ング 作図 : 野原 e 


Paint & Markings of the Type 2 Flying Boat 


11 型 (13 試 大 艇 第 3 号機 ) 横浜 海軍 航空 隊 橋爪 寿雄 大 尉 搭乗 機 
昭和 17 年 3 月 4 日 第 2 次 ハワイ 攻撃 時 クェゼリン 環 確 


11 型 第 14 海 軍 航 空 隊 昭和 17 年 秋 ソロ モン 諸島 / ラ バウ ル 


11 型 第 802 海 軍 航 空 隊 昭和 18 年 春 ヤル ー ト 島 


12 型 詫間 海軍 航空 隊 昭和 19 年 香川 県 / 詫 間 基地 


12 型 第 801 海 軍 航 空 隊 昭和 20 年 鹿児島 県 / 天 保 山 基地 


晴 空 32 型 第 1021 海 軍 航空 隊 昭和 19 年 日 本 本 土 


Photos:Shigeru Nohara 
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その 開発 と 運用 , 実績 sn = 


日 本 海軍 と 飛行 艇 


本 誌 No47 に て 特集 し た フロ ー ト 
付き 水上 機 と 同様 に , 飛行 艇 も ま 
た 日 本 海軍 航空 更 の 中 で は , きわ 
め て 重要 な 位置 を 占め て いた だ 。 

海軍 全体 の 戦略 構想 が , 主力 艦 
同士 の 艦隊 決戦 に より , 雌雄 を 決 
する と いう 建前 で あり , 艦載 水上 
機 と と も に , 飛行 艇 も また その 際 
に 重要 な 一 役 を 担う も の と きれ て 
いた の で ある 。 

飛行 艇 に 課せ られ な だ 任務 は , AE 
載 水上 機 の 能力 で は お よ ば な い 長 
距離 の 哨戒 , 索敵 , 触 接 で あり , 
必然 的 に 機体 は 双発 以上 の 大 型 機 
が 前 提 と な っ だ た だ 。 

海軍 航空 揺 監 期 に は , 主として 
イギリス か ら 機 材 を 購入 し , それ 
ら を 通じ て 飛行 艇 の 設計 , 構造 を 
FU, や が て ライ セン ス 生 産 を 始 
め る こと に より , 製作 能力 も 養い 
自前 調達 へ と 進歩 し て いく 〈。 

海軍 が , 真 の 国産 飛行 艇 を 得 だ た 


の は , 昭和 4 年 (1929) 2 月 に 制 
式 採 用 し た , BRR 15 式 飛行 艇 〔H1 


H〕 が 最初 で ある 。 本 機 は , それ ま 
で の ショ ー ト F-5 飛 行 艇 の 経験 を 生 
DL, ショ ー ト 社 か ら も だ ら さ る れ 


だ 新しい 設計 技術 を 加味 し た 堅実 
な 機体 で , 昭和 9 年 まで に 約 65 機 
も 製作 きれ , 長期 間 に わ た っ て 実 
用 きれ だ 。 
も っ と も , 


日 本 航空 工業 全体 の 未熟 き が 災い 
し て , 満足 する ょ うな 機体 が で き 
ず に 低迷 し た 。 
すなわち , 15 式 飛行 艇 の 全 人 金属 
製版 と いえ る , ER 89 式 飛行 艇 
(H2H) は , 性 能 は と も か く と し 
T, わずか 17 機 の 生産 に 終わ り , 
昭和 6 年 (1931) に 相次い で 試作 
され た 川西 90 式 2 号 飛 行 艇 〔H3 
K), な よび 広 誠 90 式 1 号 和 飛行 艇 


(H3H) は , いずれ も 設計 。 性能, 
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15 式 以降 の 全 金 属 製 , 
か つ 近 代 的 単葉 飛行 艇 の 開発 で は , 


5%, 1 機 の 試作 に 終わ っ た 。 
oF 22 WJ U RIKK, 昭和 7 年 
(1932) に 完成 きせ, Y 8 年 (1933) 
制式 採用 きれ た 91 式 飛行 艇 [H4H〕 
は , 海軍 が よう や く 手 に し た 全 金 
属 製 単葉 飛行 艇 で あっ だ た が, 離 着 
水 時 の 安定 性 , 操縦 性 に 欠点 が あ 
b, 実用 性 の 高い に エン ジン の 選定 
が 難航 し だ こと も 絡ん て 改修 に 長 
MEHL, よう や くく 納得 の いく 〈 2 
号 型 [H4H2] が 制式 採用 きれ た 昭 
和 12 年 (1937) に は , すでに 旧式 
化し て し まい , 生産 を 中 止 る きれ る 
(それ まで に 計 47 機 製作 ) と いう 
不 本 意 な 幕切れ と な っ た 。 
た だ , 同時 代 の 欧米 飛行 艇 に 比 
較 し , 91 式 飛行 艇 が 明らか に 劣っ 
て いた と いう わけ で は な い 。 水上 


真 の 国産 飛行 艇 と も いえ る 15 式 飛行 艇 を 全 金 属 製 と し た 広 廊 89 式 飛行 艇 。 
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ぶな い 洗 練 し た か だ た ち に 整え , 
)Okm を 超え る 長大 な 航続 性 能 , 
速度 222km/h 以 上 , 離 着 水 時 の 
+ な 安定 性 と いう , 互い に 矛盾 
5 高い 要求 性 能 を 満た す た め に , 
m, 面積 170m と いう 大 き な 
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金星 」 シ リー ズ と し , 
翼 前 縁 に 1 列 に 従来 の 飛 
行 艇 は , 艇 体 の 発する 飛 涼 を 人 避け 
る た だ ため に も , エン ジン は 複葉 機 な 
6E. FRAM, 単葉 な ら 主 糞 上 に 
ヤグ ラ を 組み , に 装備 する 
と いう 形式 が 一 般 的 で あり , OF 
に Ge 上 Go re AAR 
当時 と し て は 斬新 どっ だ 

エン ジン 4 基 を 付け だ 
翼 と 艇 体 を つなぐ の は , 三角 形 の 
前 ・ 後 支柱 び け で ある が , 強度 上 
の 計算 は 万 全 で , シン プル な ま と 
DH LRT, 空気 抵抗 を 最小 
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性 重視 の 表 わ れ だ っ た 。 
テス ト の 結果 , 9 試 大 艇 の 性 能 


これ も 重量 軽減 に 真 


El atra 
ル を 満た だ た し て いる こと が 確認 され , 
昭和 13 年 Ea 1 月 , 97 式 飛行 


艇 〔【H6K〕 の 名 称 で 制式 採用 され る 
= E 05 Geza 

本 艇 の 成功 は , 
行 艇 の 運用 面 で も 変化 や も だ ら 
ES DES EC, ar 
爆弾 な どの 携行 能力 は 付与 きれ て 
CRA, 現実 に は カタ ログ 上 の 項 
目 に すぎ な か っ た 。 
し か し , 97 式 飛行 艇 の 高 性 能 に 
を 強く し た 海軍 は , 本 機 に 陸 攻 
み の 攻撃 能力 を 付与 し , 哨戒, 
i=, 索敵 の の ち , WH, KIR 
Al UL TOR, 爆撃 を 行なわ せる 
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め 支 柱 の 中 央 部 に 設け , 爆弾 の 場 
合 60kg < 12, 250kgX 4, dE 


2, 800kgx 2 の いずれ か を , 魚雷 
の 場 en 1800kg X 2 1 FIRE L 
Ro こうして, 9738478812. MÆ 
隊 決 戦時 On 力 な る 攻撃 兵力 の - 
翼 を 担う こと に な っ だ の で ある 
エン ジン の 更新 を 中 心 と し て , 
11 RH, 22 AN, 23# A の 3 種 の AE FER KY 
が あり , 昭 和 17 年 まで に 計 179 機 と 
いう , 海軍 飛行 艇 史上 最高 の 数 が 
作ら れ な た 。 海 軍 の 期待 の 大 きき の 
証 だ ろう 。 その ほか が 人員 輸送 用 に 
改修 し た 民間 型 , お よび 97 式 輸送 
飛行 艇 が 計 36 機 作ら れ て お り , I 
れ を 合わ せ た 総 数 は 215 機 に 達する 。 
各 飛 行 艇 隊 に 就役 し た 97 式 飛行 
HER, 太平 洋 戦 争 緒 戦 期 に も , な 
お 主力 機 の 座 に あっ だ た だ が, 海軍 の 
思い 描い た 主力 艦 同士 の 艦隊 決戦 


日 本 海軍 の 大 型 飛行 艇 の 運用 構想 を 決定 づけ た 97 式 飛 


UTE, 写真 は 23 型 。 
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主要 斜め 支柱 中 央 部 に 設け られ た ハー ド ポ イン ト に 魚雷 を 懸 吊 し た 97 式 飛行 艇 。 


は 生起 せ ず , 航空 戦 主導 の 戦況 の 
も と で は , 一 般 的 な 哨戒 , 偵察 , 
索敵 , 輸送 な ど に 専念 せ ざ る を 得 
な か っ た だが, それ と て 米 軍 の 強力 
な 航空 戦力 の 前 に は 大 き な 犠 牲 を 
強い られ だ 。 

この 時 点 で , すでに 飛行 艇 を の 
も の の 攻撃 戦力 と し て の 価値 観 は 
薄れ て し まっ た だ た わけ だ が わが, 日 本 海 
軍 は る さらなる 高 性 能 を 追求 し た 後 
継 機 の 実用 化 に 腐心 し て いた 。 


2 式 飛行 艇 の 開発 


97 式 飛行 艇 が 期待 し た 以上 の 好 
性 能 だ っ だ た こと に 意 を 強く し た 海 
軍 は , 同機 の 制式 採用 か ら ほ ば ぼ 1 
年 後 の 昭 和 13 年 (1938) 8 A, JII 
西 に 対し , その 後継 機 し な る で き 
機体 を , 13 試 大 型 飛行 艇 の 名 称 で 
試作 発注 し た 。 

要求 仕様 は , 最高 速度 445km/h 以 
上 , 巡航 速度 296km/h, 航続 距離 7, 
400km (偵察 状態 で ) と いう , 97 式 
飛行 艇 の そ れ を 大 幅 に 凌ぐ で レベル 
Toate. 

爆弾 , 魚雷 懸 吊 能力 2t も る る こ 
と な が ら , 20۳0696 5 HEL 3 + 
FRAT HEL UTIL RPL AZ. 2 Sñ 
力 な 防御 兵 装 か ら も, 海軍 が 本 機 
に 対し , 9723847881 b 5 5 Ó )- 
本 格 的 な 艦船 攻撃 兵力 と し て 期待 
L Zitaz is Sig 

361, 中 島 に 対し て 同時 に 試 
作 発注 きれ だ, 13 式 陸上 攻撃 機 ( の 
も に 深山 と 命名 ) t, 型式 項目 が 
飛行 和 ィ と 陸上 機 の 違い が ある だ け 
TC, 要求 性 能 値 が まっ だ く 同 一 で 
ある と ころ に も , 海軍 の 本 機 に 対 
する 運用 意図 が 明白 に みて と れ よ 
5, 要するに, 海軍 は 13 試 大 艇 に 


陸 攻 の 役目 も 担 を る こと を 要求 し 
て い だ わ け で ある 。 

も っ と も , 4 発 大 型 陸 攻 を の も 
DA, の ちの 太平 洋 戦 争 で は 現実 
離れ し た 存在 に な っ だ た こと か ら , 
海軍 の “4 発 大 型 攻 撃 飛 行 艇 ” と 
いう 構想 自体 , すでに 相当 の 無理 
が あっ だ 。 

LL, 開発 を 命じ られ た 川西 
は , メー カー と し て の 立場 上 , Æ 
が 非 で も この 高 性 能 飛行 艇 を 実現 
する の が 至上 命題 で あり , ITAM 
行 艇 に 続き , 菊原 静男 技師 を 設計 
主務 者 と し て 作業 に 着手 し た 。 


苦心 の 設計 


まず , 高 性 能 を 実現 する ただ め に 
は , 試作 機 完成 時 点 で 使用 可能 な 
最高 出力 の エン ジン が 必要 だ 。 幸 
O, 三菱 が 開発 中 の 火星 シリ ー ズ 
(1.500 一 1.800hp 級 ) の 実用 化 が 
近く , RRR ( k= Zu Z 2 
DR 
次 に 機体 設計 面 で は , 97 式 飛行 
艇 以上 の 空力 的 洗練 と , 新しい 手 


法 が 必要 どっ た 。 高速 を 得る に は , 


で きる だ け 機 体 は 小さ いひ ほうが よ 
い が , 航続 性 能 の 面 か ら は 燃料 を 
多く 収容 する スペ ー ス が 必要 に な 
る 。 菊原 技師 は , まず 長大 な 航続 
性 能 を 実現 する こと に 重点 を 置い 
Ro その た だ た め の 空 力 的 洗練 が , U 
いて は 速度 , 上 昇 性 能 な どの 向上 
に も 直結 し , 自ずと 好 結 果 が で る 
と 考え た の で ある 。 

具体 的 な 手段 と し て , HEED 
を 最小 限 に 抑え , 逆 に スペ ー ス 確 
保 の た め に 背 は 思い きっ て 高く し 
た 。 艇 体 幅 が 97 式 飛行 艇 より 狭い 
3.0m, 高 さ は 同機 の 艇 底 か ら 主 翼 


上 面 ま で に 匹敵 する と 説明 すれ ば , 
思い きり の 度合 いも 分 か る だ ろう 。 

ERIK, 速度 性 能面 で は アス ペ 
クト 比 8, 航続 性 能面 で は 同 10 が 
望ま し か っ だ が, HRE LTI 
9 を と っ だ 。 ス パン は 約 38m で , 97 
式 飛行 艇 に 比べ て や や 小さ 〈, A 
積 も 10mi 少 な い 160m。 内 部 構造 は 
基本 的 に 97 式 と 同じ だ が , 72 
ラン ジ に 超々 ジュ ラル ミン を 使用 
し , 後 桁 後方 の 外皮 を 羽 布 張り に 
し て 重量 軽減 を 図っ て いた だ 。 平面 
形 は 単純 な 直線 テー パー と し , I 
れ を 肩 翼 配 置 で 艇 体 に 結合 し た 点 
が 進歩 し て いる と いえ よう 。 

結果 的 に ,. この 幅 が 狭く 背 の 高 
Okk, アスペクト 比 9 の 細長 
い 主 翼 を 肩 翼 配 置 に し た こと が , 
本 機 に 4 発 飛行 艇 と し て , 欧米 同 
級 機 を 寄せ つけ な い 高 性 能 を も た 
ら す こと に な っ だ の だ が , 反面 , 
水上 滑走 時 の 安定 , 操縦 性 を 損 な 
わせ る こと に な っ だ の も 事実 で あ 
aos 

7.000km 以 上 に お よぶ , 長 大 な 航 
続 性 能 を 実現 する の に 必要 な 燃料 
は , #917,0002 (12t) に も 達する 
が , これ は 背 の 高い 艇 体内 床下 に 
主 槽 6 個 ( 計 10,660 8 ), HABRA 
の 前 後 桁 間 に 8 个 ( 計 6,420 2) の 
タン ク を 備え て 収容 し た 。 

97 式 飛行 艇 の フラ ッ プ は 単純 な 
開き 下げ 式 で あっ だ が, 同機 に 比 
較 し て 50% 以 上 も 重く ( 総 重量 24 . 
5t), 翼 面 荷重 が 150km/m* に 達する 
本 機 に , 相応 の 離 着 水 性 能 を 与え 
る に は , きら に 効力 の 高い フラ ッ 
プ が 必要 どっ た 。 

川西 スマ タッフ が 苦心 の 未 に 考案 
し た の が , 揚力 効果 の 大 きい スロ 
ッ テ ッ ド 式 フラ ッ プ の 後 縁 下面 を , 
さら に 弦 長 の 1/3 ほど 下方 に 開 
く , いわ ゆる 親子 式 2 重 フ ラッ プ 。 
この フラ ッ プ に より , 着 水 速度 を 
130km/h 以 下 に 抑え る こと が 可能 と 
だ なつ : だ 。 

な お , フラ ッ プ の 外皮 も , MF 
ラッ プ 部 分 の 外皮 は 泌 布 張り で あ 
0, 小 フ ラッ プ 部 分 が 金属 どっ た 。 

13 試 大 艇 の 性 格 を 特徴 づけ る 強 
力 な 防御 兵 装 は , 艇 首 先 端 , WER 
後部 両側 , 同上 部 , 同 尾部 の 5 2 
所 に 銃座 を 設け 。 それ ぞ れ 20mm 機 
銃 各 1 BE Å terre. 

HEHE IG, 大 き な 半 球形 風防 
を 電動 モー ター に より 回 転 きせ , 


この 半球 形 風防 内 下方 に 円 形 の 手 
還 回 転 風防 を 組み 込み , 直接 照準 
- ょ っ て 射撃 ( 銃 手 は 立っ た 姿勢 ) 


中 部 銃座 と 名 付け られ た 艇 体 後 

上 方 の 銃座 は , 一 般 的 な 半 水 滴 
ミ の ブリ スタ ー 内 に 装備 され , Fi 
っ 操作 は 動力 に 頼っ た 。 

中 部 銃座 の 前 方 左右 に , 半 水 滴 
ょ の プリ スタ ー を 張り 出し , スポ 
ッ ン 銃座 ほし し た の が 側 方 銃座 。 
プリ スタ ー 後 半 部 が 上 ・ 下 方 向 に 
] 転 し て , 充分 な 射 界 を 得る よう 
- し て あっ だ 。 も ちろ ん 回 転 操作 

手動 で ある 。 
艇 体 尾部 の 銃座 も , 当初 は 中 部 
誌 座 と 同じ く 一 般 的 な 固定 銃座 だ 
た と 思わ れる が , 後述 する よう 
-、 増 加 試作 機 の 段階 で , 中 部 銃 
ま と 同 じ く 電動 モー ター 操作 の 動 
カ 銃 座 に 変更 る きれ る 。 
な お , これ ら 5 扶 の 固定 20mm 機 
と は 別に , 艇 体 後部 両側 , お よ 
ご 同 下面 に は , 予備 と し て 7.7 mm 
iT 4 BE 3 Te fia EIS 2 
読 眼 , お よび 銃 架 が 用 意 さ る れ た だ 。 


制式 採用 , そし て 就役 


前 述 し だ よう に , 川西 スタ ッ フ 
が 幾多 の 新 技術 を 注ぎ 込ん だ 意欲 
人 年 、13 試 大 艇 の 試作 1 号機 は , 設 
計 着 手 以来 2 年 4 ヵ月 後 の 昭 和 15 
年 12 月 末 , 同社 神戸 ・ 甲 南 工 場 に 
て 完成 し , 30 日 海軍 の 伊東 裕 満 少 
邊 の 操縦 に より 無事 初 飛行 し た 。 

続く 一 連 の 社内 テス ト に より , 
生 能 は ほぼ 海軍 の 要求 値 を 満た し 
て いる こと が 確認 きれ , それ は 同 
ELI AKTER LT, 欧米 の 同 
REZIA du IZ ÆRET 2 MERE 
の 出現 を 意味 し て いた だ 。 

テス ト で は いく つか の 問題 点 も 
月 ら か に な り , スタッフ を 手 こ ず 


ぅ > せ た だ た の が 過 和 荷重 離 水 時 に 起き る , 


高い 飛 漆 の 処理 。 つ まり , 搭載 物 
が 多く て 艇 体 の 沈み が 大 きい 状態 
で 離 水 す る と ,。 激しい 水しぶき が 
プロ ペラ や 尾翼 を 叩き , と き に は 
プロ ペラ を 曲げ て し まう よう な 事 
態 も 発生 し た の で ある 。 高 性 能 を 
狙う あま り , 機体 重量 に 比較 し て 
等 体 幅 を 狭く し 過ぎ だ た ゆえ の 副 産 


KJK ELI PAR > Pid, テス 


昭和 16 年 1 A, 


ト パ イ ロ ッ ト の 伊東 少佐 の 協力 を 
仰ぎ , 何 度 も 模型 を 使っ た 水 楠 , 
風洞 実験 を 繰り 返し た の ち , よう 
<> < 解決 策 を 見 い 出 TES 

それ は まず , 水面 と プロ ペラ の 
間 の 距離 を 少し で も 離す た め に ., 
艇 体 下面 を 50cm ほ どか きる 上 ば げ し, 
艇 首 下面 に "かつおぶし" と 通称 
され た だ , 独特 の 波 む きえ ぇ 装置 を 師 
加 し た の で ある 。 これ で 飛 涼 の 問 


題 は 一 応 ク リア し だ 。 
ido, "かつおぶし" と は 別に , 
も う 一 種 の 波 む さき を ぇ 装置 と し て , 


艇 首 下 面 両側 に , 穴 の 開い た 息 形 
板 を 垂直 に 取り 付け る 案 も 考え ら 
NR. 効果 と た し て は こち ら の は ほう 
が 天 き が か が つ だ が 。 すでに "かつ お 
ぶし "で 充分 と の 結果 が 出 て い だ 


だ た だめ に 採用 きれ な か っ だ 。 も っ と 
b, この 方 法 は , 戦後 PS-1 を 開発 
する こと に な っ て 復活 し , BOR 


を みた だ こと は 記憶 に 新しい 。 

飛 涼 の 問題 し と ともに 要 改 修 と 指 
摘 き れ た の が , 方 向 能 バラ ンス の 
不良 で ある 。 もっとも, これ は 設 
計 ス タッ フ の ミス と いう より , E 
軍 が 本 機 に 対し .“ フ ロー ト 付 き 単 
発 水上 偵察 機 並 み の 軽快 な 操 能 
TE” と いう , 非 現実 的 な 要求 を し 
だ た ため で ある 。 なぜ こん な 要求 を 
出し た か と いえ ば , 電撃 任務 に 使 
うか ら で あ っ た 。 通常 の 4 発 大 型 
機 の よう な 緩慢 な 動き で は , 逃げ 
回 る 敵艦 船 を 捕捉 照準 でき な いか 
ら で あ る 。 

操 能 を 軽く する に は , 空力 バラ 
ンス を 限界 まで も っ て いか な く て 
は な ら な い 。 CORR, わずか な 
風 の 当 た り 方 次 第 で , 方 向 能 が ど 
ちら か に 動い て し まい , HWRE 
が きわ め て 悪く な っ て し まう の で 
ある 。 


川西 甲南 工場 沖の 大 阪 湾 に て テス ト 飛 行 の た め 離 水 滑走 する , 
13 試 大 艇 1 号機 。 艇 首 下面 な ど を 改修 し た あと の 状態 で ある 。 


KPA マス マッパ ラジ RO 
量 を 調節 し た り , 方 向 能 の 形状 , 
面積 を 変え た た り し て , 数 10 回 の 改 
修 を 繰り 返し て みた だ た が, つい に “ 小 
WYK EE A OFRWEME” は 実現 で き 
+, 垂直 尾翼 全体 を 大 きく し て , 
相応 の 操 能 性 を も た せる こと で 海 
軍 を 納得 させ た 。 な お , 昇降 能 の 
効き に 関し て も , 同様 の 改修 が 繰 
り 返 され て いる 。 

前 述 し た よう な 改修 に 約 3 ヵ月 
を 要 し だ た のち, 13 試 大 艇 の 1 => 
は 昭和 16 年 3 月 26 日 海軍 に 領収 き 
n, 実用 化 に 向け て の きら に 細か 
い テ スト が 行なわ れ た だ 。 

いっ ぱ ぽう , 海軍 か ら は 2 号機 以 

5 号機 まで の 4 機 が 増加 試作 機 
し て 発注 きれ, 年 内 中 に 4 号機 
まで が 完成 し だ 。 


=. FU ¿MIR 1 号機 に 比較 し 
て 変化 し た 点 は , エン ジン を 沙 改 
良 型 の 火星 ( (出力 は 1 di 


火星 11 型 と 同じ 1.530hp) に 換装 
し , カウ リン グ も 改修 し て 気化 器 
空気 取り 入れ 口 を 同上 部 外 に 移し 
排気 管 を 推力 式 単 排気 に 改め た 。 

艇 首 は 130cm 前 方 に 延長 され , HE 
端 両側 の 窓 配置 が 改め られ だ は ほか 
下面 両側 , “かつお ぶし "の 外側 に 
付い て いた 垂直 な 自 形 板 を 廃止 し 
TOR, 

中 部 銃座 は , フラ ンス の ボー ジン 
ン 式 動力 銃 架 を 改良 , 国産 化し た 
1 式 動力 銃 架 21 型 に 変更 きれ , 半 
水滴 状 ブ リス ター に 替わり , 電動 
モー ター て 左右 に 回 転 す る 球形 状 
に 改め られ だ た 。 こ の 際 , 尾部 銃座 
も 風防 の 形状 こそ 変わ ら な い が , 
1 式 動力 銃 四 31 型 に 変更 きれ だ 。 

昭和 17 年 に 入り , 実用 に 際 し て 
の 問題 が ほぼ クリ ア で きだ た だ と 判断 
し た 海軍 は , 2 月 5 日 付 も も っ て 
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2 式 飛 行 艇 11 型 [H8K1] の 名 称 で 
制式 採用 し た 。11 型 は 増加 試作 機 
と ほとん ど 変 わら な い 。 

本 機 に と 
多分 に 唐突 な か た だ たち で めぐ っ て き 
مت‎ 開戦 通 頭 の ハワイ 作戦 で , 米 
海軍 太平 洋 艦隊 に 大 打撃 を 与え た 
日 本 海軍 だ が, その 後 の 偵察 情報 
に よっ て , 水深 の 浅い 真珠 湾 に 沈 
没 し た 艦船 が , 短期 間 の うち に 引 
き 揚 げ ら れ 損傷 修理 が 急 ピ ッ チ て 


進ん を で いる と いう こと が 分 か っ た 。 


ZT, この 作業 を 妨害 する だ 
DU, 採用 目前 の 13 試 大 艇 の 高 性 
能 を 生か し , KEUR Ú TAS 
に 再度 の 爆撃 を 加え る こと が 決ま 
っ だ の で ある 。 

KK 作戦 と 呼ば れ た , この 第 2 次 
真珠 湾 攻 撃 こ そ , 日 本 海軍 が 13 試 
KHE, と いう より 飛行 艇 その も の 
の 力量 を 過大 視 し て いた だ 何より の 
証拠 で あろ う 。 
攻撃 機 に 選ば れ だ た の は , 


edate 


当時 横 


(増加 試作 第 2, 4 号機 ) 
T, 搭乗 員 は 1 番 機 橋爪 大 尉 。 2 
番 機 笹生 少尉 以下 20 名 , いずれ も 
飛行 艇 隊 の 熟練 者 が 選ば れ た 。 

2 機 の 大 艇 は , 横浜 航空 隊 に 了 臨 
時 編入 きれ , 2 月 19 日 に マー シャ 
ル 諸 島 の ヤル ー ト 鳥 , 次 いで 同月 
未 に 同島 北方 の ウォ ッ ゼ 島 に 進出 
L, 3 ۳ 4 ۱ 8 


KRL 22-۱۳20 0) PE 
と も 250kg 爆 弾 4 rm UT FE HE 
TE 

いか に 長大 な 航続 性 能 を 有する 


っ て の 実戦 デビ ュー は , 


実用 試験 中 の 通算 第 3 


と は いえ , ウォ ッ ゼ 島 か ら 直 接 ハ 
ワイ まで を 往復 する の は 困難 で あ 
る だ た だめ, ハワイ 西北 方 480nm に 所 在 
する フレ ンチ フリ ゲー ト 礁 を 中 継 
WEL, ここ に あら か じ め 潜 水 艦 
を 待機 る きせ て 会 合 し , 燃料 補給 の 
Ob, だ だ ち に 離 水 する と いう 
前 例 の な いき わ ど い 作 戦 び っ た 。 

18 時 間 の 飛行 の の ち , 無事 フレ 
ンチ フリ ゲー ト 傘 に 到着 し , 補給 
を 終え だ 2 機 は , すでに 暗 痢 に な 
っ た 夜 9 時 38 分 , ハワイ に 向け て 
離 水 し た 。 

ELT, ウォ ッ ゼ 島 を 発っ て ま 
る 一 日 が 経過 し た 3 月 5 日 の 深夜 
2 時 一 2 時 半 に か け て , 2 機 は オ 
アフ 鳥 上 空 に 到着 し て 爆弾 を 投下 
し だ 。 も っ と も , この 夜 の オア フ 
島 上 空 は 雲量 8 一 9 と いう 状況 で 
地上 の 視界 が 効か ず , FRE FEE 
状態 と な り , 1 番 機 の 爆弾 は 真珠 
洪 よ り は る か 東 の タン タル ス 山 付 
JE, 2 番 機 の を それは 北方 海上 に 落 
ち だ た だ らしく, 具体 的 な 戦果 は な ヵ 
うだ 。 

2 機 の 大 艇 は , その 後 12 時 間 余 
を 飛行 し て 。 ウォ ッ ゼ , ヤル ー ト 
島 に 別々 に 帰還 し た 。 

橋爪 大 尉 機 は , 翌 3 月 6 日 に も 
ミッ ドウ ェ イ 鳥 の 偵察 を 命じ られ 
だ が , 同島 駐留 の 米 海兵 隊 F4F 戦 
闘 機 の 迎撃 を 受け , 撃墜 され て し 
tor. 

これ ら 2 回 の 実戦 使用 に より , 
日 本 海軍 が 構想 し て いた 大 艇 の 運 
用 法 が 早く も 根底 か ら 揺 る ぶら れ 


2 式 飛 行 艇 全 生 産 数 131 機 中 その 859% を 占め る 112 機 が 作ら れ た 12 型 。 


を し まっ だ 


時 点 で は , 
れ な か っ JE 


制式 採用 
体 が 大 柄 な 


こと が 分 か が る が 。 この 
まだ 現実 と し て 認識 き 
る れ だ と いっ て も , KE 
だ け に , 川西 工場 の 生 


産 ピ ッ チ は すでに は 上 が ら ず , 17 


年 中 に 完成 し た の は , 
に すぎ な か 
11 型 が 横浜 航 
ES 14402 


な お 。 
航空 隊 , 
に 就役 し た 
x HIE 

ポー ポイ 
速度 が 
の 泳ぐ 動き 


题 力 ; 浮 


起こ す 現 象 で 


か りか 最悪 


面 下 に 突っ 


- 定 以上 に な る と, 


わずか 13 機 
Dia 

EBk, 東港 
ERKO sei 
の ち , 新た に ポー ポイ 
ETERS 

ズ と は , 離 水 滑走 中 に 
イル カ 
に 似 た 激しい 縦 の ゆれ を 
離 水 困難 に な る ば 
の 場合 に は 艇 首 か ら 海 
込ん で 大 破 し て し まう 。 


事 の 重大 き に 和敬 いた 海軍 は , だ 
だ ち に 川西 に 対策 を 講ず る よう 命 


Evite. ED 
関し , 


菊原 


lå, この ポー ポイ ズ に 
技師 ら ス タッ フ は 試作 


中 の 水槽 実験 に て ある 程度 を 予期 


L, 取り 扱い 説明 き 


滑走 中 は 必 


: IT, 


離 水 


ず 艇 首 の 上 げ 角 5* (+ 


1°) を 維持 する よう に 明記 し て お 


dr 
実用 テス 

ben 

TZ DICTED: 


起こ ら な が か 


ト 段階 で は , 操縦 者 が 


し も 経験 豊富 な ベテラン a 


に , ポー ポイ ズ 問 題 ? 
っ た が , ebe 


役 し て , 経験 の 浅い 操縦 者 に よる 


操縦 例 が 多 
面 化し た の 
扱い 説明 
だ で: だ る 
艇 自体 に も 
い 弱 点 が あ 
第 - は, 
体 幅 が 4 
が 狭かっ た だ 


艇 に 比べ て 操縦 席 の 位置 が き 


て 高い と こ 
だ 感覚 を 狂 
首 上 面 が 前 
D, 水平 線 


の 判断 を 誤っ 


と な ども 有 要 
川西 が 採 
ト 面 に 立て 


な る し た が hs, 3 
で ある 。 彼ら が , 取り 


書 を 注意 深く 読ま な か っ 
* 因 だ っ た だ た が, 


2 式 飛行 
ポー ボ イ ズ を 生じ や す 
SP 

その 重量 に 比較 し て 艇 


۱5 <, 安定 を 保てる 範囲 


こと, 第 二 に 97 式 飛行 
わ め 
ろ に あり , 同機 に 慣れ 
わせ たこ と, 8 2-۴ 
下がり に な っ で いる た 
と の 対比 に よ る 上 げ 角 
て し まう 例 が 多い こ 


因 に な っ て いた 。 
直し た 解決 策 は , METT 
て ある ピ ト 一 管 の 下方 


に , 操縦 席 か ら 見 て 艇 首 上 げ 角 5 


ELIE ES 
い 横 棒 を 付け 
横 棒 と 一 致 
Las 
る よう た し 


上 げ 角 5 


水平 線 と 一 致す る 細 

風防 前 面 に も この 
する 白い 目盛 り 線 を 記 
を 容易 に 維持 で き 
js 


これ は 効果 を 発揮 し , 以後 は ポ 
ー ボ イズ の 発生 は ほとん ど 聞 か れ 
な く て な っ た だ 。 ゼ ド 一 管 に 付け た だ 目 
ZP, その 形状 がら“ か ん ぎざぎざ し" 
- 通称 きれ た だ 。 


主 産 の ピー ク と 飛行 艇 の 限界 


火星 12 型 エン ジン 搭載 の 11 型 は , 


¿E 6 一 17 号 機 ま で の 計 12 機 で 
ERRE DO b, 18 号機 以降 は , = 
ンジ ン を きら に 強力 な 火星 22 型 (1, 
30hp) に 換装 し て 全般 性 能 を 向上 
、 戦 訓 に より 操縦 士 席 , 銃座 に 
= 弾 鋼板 を 追加 し , 燃料 タン ク は 
等 味 ゴ ム を 2 重 に 被せ た 防弾 タン 
> と し , 艇 首 先端 銃座 . お よび 窓 
変更 、 艇 体 下面 第 2 ステ ッ プ 後 
ち に 安定 ヒレ を 追加 , 垂直 尾翼 上 
凶 を 改修 する な ど し た 新型 に 変わ 


>> 
つつ وت‎ 


本 型 は , 昭和 18 年 6 月 26 日 付 を 
LoT, 2 式 飛行 艇 12 型 (〔H8K2〕 
っ 名 称 で 制式 採用 きれ , 同年 中 に 
(0 機 , 19 年 に 32 機 合計 112 機 が 生産 
ミ れ て 主力 型 と な っ た だ 。 後期 の 12 
Sit, 3 式 空 6 号 電 探 (ヒー ダー) 
を 搭載 し , 艇 首 両 側 に を の アン テ 
テー を 付け た ほか , 側 方 銃座 窓 を 平 
面 状 に 変更 し た 。 

1241 14, 800 å DK % t DA 
TERK, 801, 802, 851 航 空 隊 を 中 
い に , 海上 護衛 総 隊 隷 下 の 901, 
202, 951 航 空 隊 , 内 地 の 輸 送 部 隊 
1021, 1081 航 空 隊 な ど に 配備 され 
て いさ つの Tia 

し か し , 昭和 17 年 中 に 11 型 が 散 
先 的 に 実施 し た 米 軍 支配 下 の 各 島 
ゝ の 爆撃 作戦 な ど は , 18 年 に 入る 
- 米 軍 側 の レー ダー 警戒 網 , 迎撃 


切開 機 の 充実 な ど て 不可 能 と な り , 


> 式 飛行 艇 の 活動 範囲 は , 哨戒 , 
E, 輸送 な ど 戦 線 後方 . も しく 
= 米 軍 航空 戦力 の お よ ば な い 地 域 
- 限定 きれ て し まっ な だ 。 太平 洋 戦 
Sit, 日 米 海 軍 と も 予想 し 得 な か 
っ だ た 航空 戦 主 導 の 戦い に 推移 し , 
モカ 艦 同士 の 艦隊 決戦 は 菩 日 の 夢 
物語 と 化し て し まっ だ の で ある 。 
その 艦隊 決戦 を , 発展 の より ど 
ころ に し て 開発 る きれ て きた 日 本 海 
EDR AMT HED, そう し た 太平 
手 戦争 に お いて 命運 を 絶た な れ て し 
ミ う の は 当然 の 成り 行き だ っ た 。 
結局 , 川西 スタ ッ フ が 心血 を 注 


97 式 飛行 艇 22 型 


2 式 飛行 艇 12 型 


川西 作図 の 同率 縮尺 基本 3 面 図 で 比較 する 97 式 飛行 艇 と 2 式 飛行 艇 。 


いで 絞り 出し た , 欧米 同級 機 の 追 
随 を 許さ き な い ほど の 2 式 飛行 艇 の 
高 性 能 も , 太平 洋 戦争 後半 に は 孤 
島 か ら の 兵員 引き 揚げ 輸送 , MA 
補給 , 夜 問 電 探 哨戒 , 梓 特 別 攻撃 
隊 の 往路 誘導 と いっ た , 裏方 的 任 
務 で し か 活用 の 場 が な く な っ て し 
まい , 昭和 19 年 後半 に は , も は や 
日 本 海軍 に と っ て 飛行 艇 自体 の 存 


在 価値 きえ 薄れ て し まっ た 。 

12 型 に 続き , BD ۲ bh ey 
側 引き 込み 式 に し , スピ ナー, カ 
ウリ ング を 変更 , 防弾 装備 を 強化 
し て 中 部 銃座 を 引き 込み 式 に , フ 
ラッ プ を ファ ウラ ー 式 に 改め る な 
E した, 仮称 2 式 飛行 艇 22 型 〔H8 
K3) が 17 年 末 に 2 機 作 られ , Db 
に この 2 機 を 水 噴射 装置 付き の 火 


星 23 型 エン ジン に 換装 し , 仮称 2 
式 飛行 艇 23 型 [H8K4〕 と 改称 し た 。 

し か し , 前 述 し た よう な , 5 
艇 を の も の の 存在 価値 が 失せ て し 
まっ た 状況 で は , 実験 機 の 扱い に 
終わ る し か な か っ だ た だ 。 23 型 と な っ 
た あと の 2 機 は , ÆR Atli 80125 
に 配属 と な っ た だ た が, 昭和 20 年 3 月 
沖縄 周辺 海上 の , 米 海軍 機動 部 隊 
に 対す る 夜間 索敵 に 出 た まま 未 帰 
還 に な っ だ 。 

実戦 活動 の 場 が 次 第 に せ ば め ら 
れ て いく 中 で , その 機体 の 大 きき 
を 利 し た だ 人員 輸送 機 と し て の 能力 
は 重宝 が られ , 97 式 輸送 飛行 艇 と 
同様 に , 2 式 飛行 艇 の 輸送 機 専用 
型 の 開発 が 昭和 18 年 初め 川西 に 命 
EDITE 

川西 で は , まず 13 試 大 艇 1 号 
を 改造 し て 原型 を 作り , 18 年 11 月 
海軍 に 納入 し た 。 改造 の 要領 は , 
艇 内 の 床上 に 第 1 一 3 客室 , 床下 
に 第 4, 5 客室 を 設け , 41 名 を 収 
容 可 能 に し た 。 外観 上 , 中 部 と 側 
方 銃座 が 撤去 され, 艇 体 左右 に 客 


型 と の 相違 だ っ た だ 。 

海軍 の 評価 も 満足 すべ きも の だ 
っ だ た だめ, だ だ ち に 量産 中 の 12 型 
を ベー ス に し た 輸送 機 型 が , 23 
輸送 飛行 艇 〔H8K2-L]〕] の 名 称 で 発 
注 き れ , 間もなく 輸送 飛行 艇 晴 空 
32 型 と 改め られ ただ 。 

晴 空 32 型 は , 椅子 の タイ プ , 配 
置 の 違い に より 最少 29 名 か ら 最 大 
64 名 まで の 人 員 を 収容 で きる 。 昭 


和 19 年 度 の 24 機 を ピー ク に , 合計 
36 機 作ら れ た 。 
計画 で は , 2 式 飛行 艇 23 弄 を べ 


ー ス に し だ た だ, 仮称 晴 空 33 型 LH8K4 
-L) も 予定 され て いた が , 実際 に 
製作 きれ な か っ た 。 
戦争 後半 の 状況 下 で は , 2 式 飛 
ITEL d b, むし ろ 晴 空 の ほう が 
需要 は 多かっ だ と いえ る 。 


日 本 海軍 飛行 艇 の 終 問 


太平 洋 戦 争 の 敗色 が 濃く な る に 
on, 80045 D RA p ET 2 30 
の 正規 飛行 艇 隊 は , 次 第 に 活動 規 
模 を 縮小 し , まず 昭和 19 年 4 月 1 
日 付 も も っ て 802 航 空 隊 (I 旧 横浜 空 ) 
が 解 隊 し た 。 

次 いで , 9 月 20 日 に は 第 851 航 空 


哨戒 飛行 中 の 12 型 。 


太平 洋 戦争 後半 の 制空権 が 失わ れ た 状況 下 で は , も は や 安 


全 に 飛行 で きる 余地 は な く , 米 軍 機 に よる 被害 が 相次い だ 。 


隊 (旧東 港 航空 隊 ) が 解 隊 し た が , 
この 飛行 艇 隊 は 去る 3 月 31 日 連合 
艦隊 司令 部 が パラ オォ 鳥 か ら ミン ダ 
ナオ ォ 島 ダバ オ に 移動 する 際 , 高官 
輸送 任務 を 課せ られ , 出発 し た 2 
機 の うち 1 番 機 が 悪天候 の た め 章 
ME, 搭乗 し て い だ 古 賀 生 一 連合 艦 
隊 司 令 長 官 以下 が 列 職 する と いう 
不運 に あい , 有名 に な っ だ 部隊 。 

唯一 の 飛行 艇 隊 と な っ た 第 801 航 
空 隊 は , その 後 の 茂 し い 状況 の も 
ET, 19 年 11 月 以降 本 土 の 族 間 , 
鹿児島 基地 を ベー ス に , 沖縄 周辺 
海域 を 中 心 と し た 夜間 の 哨戒 , 索 
瑞 な ど に 従事 し た が , KEMOL 
ー ダ ー 探 知 , 夜間 戦闘 機 の パト ロ 
ー ル が 厳し く , 未 帰 還 機 が 続出 し 
Ro ESU, 昭和 20 年 3 月 18 日 夜 
に は , 稼働 機 の すべ て 5 機 を 哨戒 
に 出し だ ものの, 米 軍 夜戦 に 次 々 
E GERO d, 帰還 で きた の は 木下 
中 尉 機 (801-95 号 ) 1 機 び だ け と い 
う 惨状 だ っ た 。 

な お , これ に 先立つ 1 週間 前 の 
3 月 11 日 , 801 空 の 2 式 飛行 艇 が , 
陸上 爆撃 機 銀河 24 機 を も っ て 編成 
され た 梓 特別 攻撃 隊 に ょ よる, REK 
ウル シー 泊地 の 米 海軍 機動 部 隊 に 
対す る 攻撃 , いわ ゆる 第 2 次 丹 作 
戦 に お いて 誘導 任務 を 課せ られ , 
3 機 が 参加 し , 誘導 は 一 応 成 功 し 
だ ものの, うち 1 機 は 未 帰 本 と な 
っ ろう て いる 。 

この 第 2 次 丹 作戦 , お よび 前 述 
し た 3 月 18 日 の 沖縄 周辺 海域 夜間 
索敵 行 が いわ ば 2 式 飛 行 艇 に と 
っ て 最後 の 大 任 も な っ た の で ある 。 

戦力 を 消耗 し た 801 空 飛行 艇 隊 
lå, その 後 20 年 4 月 末 に は 諸 間 空 
に 編入 と な り , 同 空 は 陸 攻 隊 に 改 


編 さ れ て , ここ に 海軍 の 実戦 飛行 
艇 隊 は 終 箕 を 迎え ん た の で ある 。 Z< 
の 結末 は , 97 式 飛行 艇 が 就役 し , 
13 試 大 艇 の 開発 が 始ま きろ うと し て 
いた 当時 , 海軍 が 夢想 びに し な い 
次 だ っ な ただ 。 
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日 本 海軍 が 心血 を 注い だ 大 型 飛 
行 艇 は , 結果 的 に 太平 洋 戦争 で は 
目 算 が 外れ て , その 高 性 能 を 生か 
す 場 面 が な く , 不 本 意 な 実績 の ま 
ま 消 を 去っ て し まっ た だ 。 

使い よう に よっ て は , REED 
ショ ー ト ・ サ ンダ ー ラ ンド や , 米 
海軍 の コン ソリ ー デ ー テ ッ ド PBY 
カタ リナ の よう に , 性 能 的 に は 平 
過 な が ら 飛 行 艇 本 来 の 職務 で ある 
哨戒 , 索敵 , 救難 , 輸送 任務 な ど 
に 徹 す れ ば , も っ と 有効 な 働き が 
で きだ と も 考え られ る が , 事 は そ 
5 簡単 で は な い 。 

広い 太平 洋 を 的 確 に 行動 する に 
は , 機体 が 高 性 能 と いう だ け で は 
不 充分 で , 万 全 の 補給 , 支援 設備 
精度 の 高い レー ダー, 通信 , 連絡 
Wa, 潜水 艦 や 各 航 空 部 隊 と の 密接 
な 連携 , 充分 な 数 な どの 要素 が 欠 
か せな い 。 し か し , 日 本 海軍 に は 
これ ら の 要素 の いずれ を も 満た す 
力 は な か っ た だ 。 2 式 飛行 艇 の 実績 
が 振る わな か っ だ の も , むべ な る 
か な で ある 。 

いずれ に し ろ , 飛行 艇 を の も の 
の 存在 価値 は , 陸上 大 型 機 の 飛躍 
的 な 発達 に よっ て , 第 二 次 大 戦 を 
最後 に 尽き て し まう 運命 に あっ た 。 


2 式 飞 行 艇 /晴空 “各 型 诸 元 表 


体 称 2 式 飛行 艇 11 型 2 式 飛行 艇 12 型 仮称 2 式 飛行 艇 22 型 晴 空 32 型 
a 符 号 H8K1 H8K2 H8K3 H8K2-L 
x 用 年 月 昭和 17 年 2 月 昭和 18 年 6 月 

£ al 10 10 9 +29(64) 
全 幅 (m) 37.969 

ES E (m) 28.118 w. ۳ 

e 高 (m) 9.144 
ER Mi f(r) 160.0 

Ho ii 荷 重 (kg/m) 153(194) 153(203) " 187.50 

-马力 ti 重 (kg/HP) 4.44(5.61) 3.97(5.27) ” 4.47 

TS 横 比 9.0 9.0 9.0 9.0 

ja 重 (kg) 15,500 18,200 18,570 16,900 

SEHR f E 量 (kg) 24,500 24,500 24,500 30,000 
f ¥ 過 ilke) 31.000 32.500 32.500 
E 槽 (&) 17,040 18,880 

| 水 メ @ フー meh) = 500 

SE 油 (6 ) 990 700 780 
名 称 |「 ハ 32」12 型 (火星 12 型 ) |「 ハ 32」22 型 (火星 22 型 ) n ” 

E d EIZ A SL ASA " , " 

= SEJ (hp) / [al 4% (rpm) 1,530/2,450 1,850/2,600 

¿= AÑ (hp) / 回 転 数 (rpm) 1,480/2,350 1,680/2,500 

E 《高 度 (m)》 <2,200> <2,100> 

= 公称 2 速 (hp) / 回 転 数 (rpm ) 1,380/2,350 1,540/2,500 " n 

《高 度 (m)》 <4,100> <5,500> 
減 速 比 0.50 0.50 

了 | 名 称 | 4E5045 住 友 ハ ミル トン | 7 7 7 

o | 型 式 a E 恒 速 式 4 翅 ” ” ” 

SH 径 (m) 3.900 ” / / 

2 | ۳ y 于 27-47 7 7) 7 
最大 速度 (kt<km/h>/ 高 度 m)| 234<433>/5,000 245<454>/5,000 227<420>/4,000 
巡航 速度 (kt<km/h〉/ 高 度 m)| 160<296>/4,000 160<296>/4.000 160<296>/4,000 
着 水 速度 (kt<km/h>) 68<126> 70<130> 70<130> 

E 上 昇 時 間 (分 - 秒 / 高 度 m) 11537/5,000 10/26"/5,000 10'377/4,000 
d Perak ZE Z =4,000 Z =4,000 Z =4,000 
HEN (Z=m, V= dai V =160<296> V =160<296> V =160<296> 

= R= nm) R =1,270<2,352> PRE =3,468<6,423> R =2,397<4,440> 

<km> {Ud R =3,888<7,200> | ER =3,862<7, 152> 
EM E # 限度 (m) 7.630 8.780 8,780 
Me 水 E Mm 411 295 229 
火 ft (mm) 艇 首 20E X 1 艇 首 20 旋 X 1 艇 首 20 旋 X1 
HEA 20E x 2 HEA 20 旋 X2 尾部 13 1 
艇 上 20 旋 X1 艇 上 20 旋 X2(2 連 装 ) 
尾部 20 旋 X 1 尾部 20 旋 X1 
MT 7.7x1 艇 下 1 
予備 TIRS 子 备 7.7x3 / 
Æ 3 oH (kg) RE 60x16 RF 60X16 
250X 8 (250% 8) 
b 2 ) 800x 2 
魚雷 X 2 
13 试 大 艇 性 15 年 12 月 未 12 型 の 翼 端 浮舟 と 中 央 | 2 式 飛行 艇 12 型 を 輸送 
完成 。13 試 大 艇 を 改造 銃座 の 風防 を 引き 込み | 機 に 改装 。 
備 考 | し た 晴 空 1 号機 ( 如 ) の 式 と し, 防弾 を 強化 し 
自重 15.107kg, 全備 た も の , 2 機 製作 。 
重量 26.440kg。 
面 Hi 160.00m 全 高 4.044m 
RH AK 5.964m 面 Hi 22.41m 
JR b f け Å 200 R b f U Å 0.00 
E 反 角 (基準 翼 ) 5 *007 尾 昇 be تال‎ 面 積 7.87m 
GAR) 400' d ( 含 修正 タプ) 
1% 退 角 0°00’ H be fe 運動 8 (E) 25°00’ 
TEE ae Er (CF) 10°35’ 
€ m pres 
TETEE (上 左 ) 2035 d ete 
hearer El R 9 f け Å 0°01’ 
Lal HSS 積 3.805m 

# (FE) 20°31’ E ( 含 修正 タブ ) 

2 ラップ 型式 親子 式 E biza 
Sch Å be تال‎ 角 (ZE) 30°00 
フラ ッ プ 面積 20.16m (45) 30°02’ 

フラ ッ プ 運動 角 (ZE) 25°25" - 
(45) 2510" 浮 Å 間 Ba 24.654m 


| 13 試 大 型 飛 行 各 型 写真 解説 : 野原 Å 


【 見 開き ペー ジ 4 枚 と も 〕 昭和 16 年 1 A, 川西 甲南 工場 沖の 大 阪 湾 に て , 飛行 テス ト の た め 離 水 滑走 する , 13 試 
大 艇 試作 1 号機 。 初 飛行 時 に 問題 と な っ た 高い 水しぶき を 抑え る た め , 艇 首 下面 に "か つ お ぶし " と 通称 され た 
波 お さえ 装置 , お よび 垂直 邊 形 板 を 追加 し た あと の 状態 だ が , 上 写真 で 分 か る よう に , それ で も 離 水 滑走 の 初期 
に は か な り の 高 さ まで 巻き 上 が る 。 次 ペー ジ 下 写真 の み , 撮影 日 時 が 異な る (1 月 27 日 ) が 機体 の 改修 状況 は 同 


じ よ っ う で , 垂直 尾 村 上 部 は 未 改修 。 
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t この 写真 も , 六甲 山地 を 背景 に 甲南 工場 沖 を 離 水 滑 
走 す る シー ン だ が が , 機体 は 13 試 大 艇 第 3 号機 (増加 試作 第 
2 号機 ) で あり , 昭和 17 年 2 月 , 火星 12 型 エン ジン の 水 噴 
射 装置 テス ト に 出発 する と ころ で ある 。 日 時 的 に は , 2 
式 飛 行 艇 11 型 と し て 制式 採用 が 決定 し た あと ( ら 5 日 以降 ) 
と 思わ れ , 正確 に は その よう に 記す べき か も し れ な い ( 制 
式 採用 後 は , 増加 試作 機 も 2 式 飛行 艇 11 型 と 呼称 され 
た )。 試作 1 号機 に 比較 し , 艇 首 が 長く な り , エン ジン カ 


ウリ ング , PSG Dr F (Z= ZZ GEROZ nt), 垂直 
尾 嘆 上 部 な ども 変化 し て いる こと が 分 か る 。 塗装 は 全面 
灰色 


+ PP.12~15 の 写真 と 同 し 


し た 高官 輸送 機 , 


横須賀 鎮守 


3 試 大 艇 の 第 4 号機 を 改造 
HE “ 横 


鎮 74"「 敷 島 」 の 艇 首 ク ロー ズ ア ッ プ 。 側面 の ハッ チ か ら 
身 を 乗り 出し た 乗員 と 比較 すれ ば , その 大 き さ が 実感 と 
し て 分 か る 。 本 機 は , 外観 上 生産 型 の 11 型 と 同じ だ が , 


艇 首 下面 の “か つ 
ト の ステ ッ プ も な 


方 に 記入 され た 


お ぶし "は 


付い て お ら ず , WaT O— 


いな ど , 細部 に 違い が あっ た 。 3 式 空 
6 号 電 探 用 アン テ ナ の 詳細 が 明瞭 に 見 て と れる 。 側面 下 


ヨ 線 と 数 字 は , 


艇 体 フ レー ム 位 置 を 示す 


SNILUSHHDIETHELLLOHEHEFIR— 
YA LOMOR NEERA PF) LIS YG, ONT B H co S= HE 
TZ Ç f SAGE EEE IN TS pO ۷۹2۷۶ 6 LL OEY! “2 


WME OW A ARMEEL EZ 5 ای‎ 99 > > °3 C 3, 


Om E H IE 


= ae 
4 PALADAR 
LAF 
2 سا‎ 


EEA 


デュ そっ うこ 


e, derrak 
sÅ e 3 


Lain Pita WAY 


å Izb 


are 
Bea 


横浜 基地 の スベ リ か ら 海 面 に 降り , 離 水 地点 に 向け て 滑 水 を 始め た 「 敷 島 』。 滑 水 の 際 は 両 外側 の エン ジン だ け で 
行なう の が 通例 。 左 手前 の スベ ペリ 上 で は 。, 海面 浮上 の の ち に 艇 体 か ら 切 り 離 され た 地上 移動 用 台車 (画面 右手 前 ) 


を , 地上 上 員 が ロー プ に より 引き 揚げ 中 で ある 。 台車 に は 金属 製 の 箱 型 フ ロー ト が 付い て いる が が , 浮力 不足 の た め , 
さら に 2 個 の 球形 ウキ を 付け て いる 。 この 台車 は 840kg も 重量 が あっ た の で , 回 収 は 容易 で は な か っ た 


ii 


E 


空 を バッ ク に , 横浜 基地 上 空 を 悠 3 
火星 エン ジン 計 6,120hp の パワ ー が 発 ・ 


写真 と も , 低速 


と プラ タイ パス ずる 
音 を 響かせ な が ら 飛 行 す る 様 は , 

NTT DKD, 特徴 ある 2 重 ス ロッ テ ・ 

える 切り 欠き は , 魚雷 懸 吊 時 に その 尾部 と の 接触 を 陸 


総 重 量 24.5 t の 大 型 4 KH 
さぞ か し 圧巻 だ 
上 写真 で フラ ッ 
実用 上 は ほとん ど 用 が な か っ 


ッ プ を 開い て いる 


س 


p 式 飛行 艇 11 型 (H8K1) 


t 2۳0172 3, 2۸۳ IL EPA 38 ERD D GALE EX 
飛行 艇 11 型 。14 空 は , 17 年 4 月 1 日 に ヤル ー ト 但 

ジ 基 地 に て 編成 され た 航空 隊 で , 8 月 以降 兵力 の 

を ラバ ウル 方 面 に 派遣 し て いた 。 この 当時 は , まだ 


= 洋 の 米 軍 支 配 各 島 の 警戒 態勢 も 充分 で は な く , 4 1 a a s en PRO 2 式 飛行 
ERNI, 2 式 飛行 艇 が , 長 駆 ホ ー ラ ンド , < 艇 11 型 "N-13" 号機 。802 空 は , 昭和 17 年 11 月 1 日 付 を も 
カン トン , エス ピリ ツ サ ント 島 な ど に 対し て 夜 っ て 上 旧 14 空 を 改称 し た 部 隊 で , 引き 続き ソロ モン , マー 

堪 撃 を 実施 する ほど の 余裕 が あっ た 。 わずか 12 機 し か v + JRE Êê HE TDL. BERDEST, 14 空 当 
= ュ れ な か っ た 11 型 は , 残さ れ た 写真 も 少な く , よく BED “W” か ら “NI” に 変わ っ て いる 。 なお, 写真 の 13 号 

※ る の は , 本 写真 も 含め た 14 空 , 802 空 所 属 機 の 2 て 3 機 は , 昭和 18 年 3 月 ショ ー ト ラン ド 島 水上 機 基地 か ら 発 
x 進 す る 際 , エン ジン 火災 を 起こ し て お り , 飛行 艇 母艦 秋 


津 州 に て 後方 の ラバ ウル に 運ば れ た こと が あり , 写真 も 
その 際 の 撮影 と 思わ れる 


35 


E 式 飛行 艇 1p 型 (H8K8) 


人 川西 甲南 工場 で 完成 し た ば か り の , 2 式 飛 行 艇 12 型 。 
12 型 の 生産 1 号機 が 完成 し た の は 昭和 18 年 1 ATHY, 
の 全面 灰色 塗装 機 は , 最も 初期 の 生産 機 と 思わ 
れ , 右 遠方 の 2 機 が すでに 濃緑 黒色 迷彩 を 施し て いる こ 
と か ら も それ が うか が える 。 12813, エン ジン の 換装 の 
ほか , HARES, 垂直 尾翼 上 部 の 改修 な ども 行なわ れ 
て で いた 


+ 上 写真 と 同一 機 と 思わ れる , 12 型 初期 生産 機 の 艇 首 
クロ ー ズ アッ プ 。 改修 され た 銃座 , 窓 配置 や , 下面 の 波 
お さえ 装置 "かつおぶし" の ディ テー ル な ども よく 分 か 
Do 正面 に 突き 出し た 20mm 機 銃 は , ドラ ム 弾 倉 式 99 式 1 
号機 で , 計 225 発 を 携行 する 


Em HART 2, 完成 し た ば か り の 


る 飛行 ぶり は , まさ に 


だが, 想像 を 超え る 激しい 航空 戦 が 勝敗 を 決する か 
と な っ た 太平 洋 戦争 で は , 


《 


Jr å aire 


それ に ふさ わし い 活 躍 の 


GE 


+ これ も 雲海 上 を 編隊 飛行 する , 第 851 航 空 隊 の 12 型 
手前 機 の 機 番号 は “51-051” T, 文字 を 白 フ チ ど り ( 中 は 
赤 ?) で 記入 し て いる の が きわ め て 珍 ら し い 。851 空 は , 
昭和 17 年 11 月 1 日 付 で 旧東 港 空 を 改称 し た 部 隊 で , 18 年 
2 月 まで ソロ モン 戦域 , それ 以降 は イン ド ネ シア を ベー 
ス に オー スト ラリ ア , イン ド 洋 方 面 な ど へ の 哨戒 , 偵察 
に 従事 し , 19 年 9 月 20 日 シン ガボール で 解 隊 され た 


AD RS 


1 昭和 19 年 夏 , 香川 県 の 詫間 基地 に お ける 詫間 航空 
の 12 型 “タク -81" 号機 。 相 当 に 使い 込ま れ た ベテラン 機 


らし く , 主要 上 面 の 迷彩 塗料 の 剣 離 が 著しい 。 諸 間 空 は , 


昭和 18 年 6 月 1 日 に 各種 水上 機 搭乗 員 の 教育 を 担当 する 
練習 航空 隊 と し て 開 隊 し , 97 式 , OR, 2 式 各 飛 行 艇 も 
保有 し て いた 。 昭和 20 年 4 月 25 日 付 で 練習 航空 隊 の 指定 
を 解 か れ , 801 空 の 飛行 艇 隊 を 編入 し て , 敗戦 まで 細々 と 
本 土 周 辺 海域 の 哨戒 な ど を 実施 し た 


I 南 太 平 洋上 空 を 哨戒 飛行 する ,851 空 の 12 型 後期 生産 
機 5۱-085 号 。 艇 首 側面 に は 3 式 空 6 号 電 探 アン テ ナ 
が 付い て お り , 主翼 後 縁 付 け 根部 の 側 方 銃座 窓 が 平面 ガ 
ラス に 改め られ て いる こと が 分 か る 。 3 式 空 6 号 は , 海 
軍 最 初 の 大 型 機 用 機 上 レー ダー て で , 高度 4,000m 付 近 に て 
約 280km 先 の 水上 艦船 を 探知 で きる 能力 が あっ た 。 夜 間 哨 
戒 に 威力 を 発揮 し た が , その 情報 を 基地 に 持ち 帰る こと 
が で きず , 米 軍 夜 戦 に 食わ れ て し まう 場合 が 多かっ た . 


p 式 飛行 艇 PP/23 型 (H8K3/HBK4) 


~ ED Rim Z 0— h ER š 
TI, 上 部 銃座 を 引き 込み 式 に 
ぅ な どの 改修 を 施し , 試験 的 に 
ご け 作 られ た 22 型 の うち の 1 機 
鮮明 な 写真 だ が , 明らか に 12 
ZG 2Rm 7] - F, 変更 され 
ISTUREF- 905,70 
+ 側 は , 主翼 端 の 形状 に 沿っ て 
名 が 塗ら れ て いる 。 


移り の エン ジン を , 火星 25 選 型 
まし た 23 型 。 写 真 は , 昭和 20 年 
1 空 に 配属 され 実用 試験 中 の シ 
T, 艇 体 の 傍ら に は 25 番 (250kg) 
まき が 置い て ある 。 カ バー が 被せ ら 
よく 分 か ら な い が , ナセル 全体 
有 状 も 12 型 まで と は 異な っ て いる 
の 陰 に , 引き 上 げ 式 翼 端 フロ ー 
っ 一 部 が 見 える 。 結局 , 801 空 に 配 
> れ た 2 機 の 23 型 も , 3 月 に 夜間 

- 出 た まま 未 帰還 と な っ て し ま 


te 2 式 飛 行 艇 の 大 サイ ズ を 生か し , 
艇 体内 部 に 上 下 2 層 計 5 室 の 客室 を 設 
け , 人 上 員 輸送 艇 と し た の が 晴 空 で ある 
写真 は , 13 試 大 艇 試作 1 号機 を 改造 し た , 
晴 空 の 原型 機 で , 横須賀 鎮守 府 付属 飛行 
機 隊 に 配属 され , “ 横 鎮 71" の 機 番号 を 付 
与 さ れ た 後 の 状態 。 艇 首 が 短く , ۴ 
形 板 を 付け た 波 お さえ 装置 や , MALE 
幅 が 小さ い 点 な ど は 13 試 大 艇 当時 と 変わ 
ら な い が , 中 部 , 側 方 銃座 が 撤去 され , 
カウ リン グ の か た ち が 2 式 飛行 艇 11 型 と 
同型 と な り , 単 排気 管 に 変更 され て いる 
艇 体側 面 に 客室 用 窓 が 追加 され た こと が , 
輸送 艇 へ の 変身 を 示し て いる 。 なお, 本 
機 が 海軍 に 引き 渡さ れ た 18 年 11 月 時 点 で 
は , 2 式 輸送 艇 と 呼ば れ て いた 


っ + これ も 晴 空 原 型 機 の “15871 SED, $ 
八 室 横 の 艇 体 に 「 旭 」( 白 ) の 固有 名 称 を 記入 し た 
を の 状態 。 2 枚 の 写真 に より , 艇 体側 面 の 客室 
補 の 配置 が よく 分 か る 。 本 機 の 客室 配置 は , EE 
- 第 1 客室, 下層 に 第 4 て 5 客室 , 合わ せ て 
+41 名 を 収容 で きた が , 生産 型 晴 空 32 型 の 最大 64 
名 収容 より は 少な か っ た 。 右 写真 に より , 13 試 大 
当時 に は な か っ た , HATO ADA YTH 
“E 認 で き る 。 


HOE 2 ۱۱2۲9۱ تا‎ 


B 3۴: 2( % A > A EEE E (CO BIS @O ۶ FO 
FL BEL vDOL ‘NBS | OBS TZ C.G, EIS Z LET INO D f 212۳2۶ ۵16۰38 '1%12 
BLEKE V GK «Gn ‘EUCHRE G —X € (۷ 25 FBS Er [ik CO 2 Q 2 HIE EY FIR ° F2 EM 42 
£ VOX Ee ۵045 MEZGO | KAZAT RAAN 092117 rn pe FELE 00 
PS | LI FELTEN ۰389552 7 2۲ 26 > 221-2 Sel (HE TAN TW) 


„ll | goga MH 


021 航 空 隊 所 属 晴 空 32 型 “21-07" 号機 。 不 鮮明 で は ある が , ÆRES 
昭和 19 年 1 月 1 日 に 千葉 県 の 香取 基地 で 編成 され た 輸送 機 隊 で , 通称 「 鳩 」 
1 REE‘, 深山 改 な ど で あ っ た が , 少数 の 晴 空 も 保 


有 し て いた 。 本 土 ~ 南 方 各 島 間 の 物質 , 人 員 輸 送 な ど に 従事 し た が , 敗戦 直前 の 20 年 7 月 15 日 付 で 解 隊 さ れ , 機 
MH, 人 員 は 1081 空 に 吸収 統合 され た 。 


y エプロ ン 上 で エン ジン 試運転 中 の , 第 1 
(AEE CHA SH TLS, 10214 (4, 
部 隊 と も 呼ば れ た 。 主 な 装備 機 は 零 式 輸送 機 , 96 式 陸 ・ 輸 , 


EWOH E IE POR d ۶ ۳۰ ۰۸۱۹ 2 TØRSET) don, / 
12182 MCE OMY 0 (DENE, LER, TIME), ER, "۲ )# 1 ۰( 2 ۷ ZUE 
Wk. Et) OMSY "IN p) م2139‎ mi ی‎ Sm, NES. TE ER, 4 1 18 57 -1 “PAHOA 
TS EMO LER. ۰۲:06 5 نی‎ SLA E FY HEHE HEY ' t) ب‎ AMERO OZTA% 'T) 


+ 場所 は 不明 だ が , 本 土 の い ずれ か の 海岸 (横須賀 ?) に “ ۳ し た まま 放置 され , 敗戦 を 迎え た 晴 空 32 型 。 
尾翼 記号 は “11 コ -21" と 読め , 第 11 航 空 基 所 属 機 と 思わ れる 。 2 式 飛行 艇 と 同様 , 晴 空 も 来襲 する 米 軍 機 に と っ 
て は 格好 の 攻撃 目標 と な り , 計 36 機 作ら れ た うち の 大 部 分 は 敗戦 を 待た ず に 失わ れ , 原型 を と ど め て 残っ た の は 
3 と 4 機 と いわ れる 。 写 真 の 機体 ちあ も る い は その 中 の 1 機 で あろ うか ? 
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幻 の 木製 巨人 艇 ES 


Bt 搭載 の 木製 巨人 艇 


Ger 木製 大 型 飛 行 艇 「 試 製 蒼 
それ は 終戦 直前 まで 関係 者 が 
悪戦 苦闘 し た に も か か わら ず , O 
に 現実 の 次 を 地上 に 現 わ し 得 な 
いで 終わ っ た 文字 どおり の 幻 の 飛 
{THET HS 
太平 洋 戦争 の 中 期 , 昭和 18 年 と 
いえ を えば, 2 月 の ガタ ルカ ナル 島 撤 
HX, 4 OP ONE ED 


悲 報 相 つぎ , ソロ モン 諸島 RT 
の 彼 我 の 血 ۱۳9۱2 2 Å 激 し さ る を 
加える 中 で わが 方 は ジリ ジリ と 
後退 を 続け , 戦局 の 前 途 に 暗雲 が 


漂い 始め た ころ で あっ た 。 
この ソロ モン 
それ まで の 第 一 線 の 戦闘 兵力 の 強 
dako b 方 補給 力 の 増強 を 
も 緊急 事 と < に 至っ だ 
時 すでに 7 ESRA 制 空 
権 の 危う く な っ て きだ な た 事態 に お し 


T, 夜間 隠密 急速 に , か つ 陸 上 航 


空 基 地 も な い 南 方 の 島々 に 武器 , 
兵員 を 輸送 す EB 大 型 輸 


送 用 飛行 艇 の 大 部 隊 の 編成 を ぜひ 
必要 と する と の 意見 が 強く 打ち 出 
る れ だ 。 

し か も 当時 すでに アル ミ 資 源 の 
HEE: bG, 第 一 線 の 戦闘 用 機種 て 
すら 極力 木製 化 や 銅製 化 を 看 剣 に 

edute OT, <= 
の 大 型 飛行 艇 を 合 木 製 構造 で 作る 
べ で し と の 議 と Gera 


大 消耗 戦 の 戦 訓 は , 


TUE, も ょ うど その と ころ 
海軍 航空 技術 大 材料 部 に お いて 研 
究 中 の 硬化 積層 材 (強化 木 ) が 極 
め て 優れ た 強度 特性 を 持つ こと か 
Pe: SO Sd を 活用 し だ た 新しい 構造 方 
式 を 考え て , 上 記 の よう な 条件 を 
MIT etea 可能 性 を 検討 す 
る こと と な っ だ 

この 検討 は , HERA ZE ERT t 
川西 航空 機 と の 共同 作業 で 進め ら 
av, 昭和 18 年 秋 に は 一 応 可 能 性 あ 
り と の 結論 に 達し , 
海軍 航空 本 部 か ら 「 試 製 蒼空 計画 
要求 書 」 が 発布 き d aiei Ea 
開発 が スタ ー ne 
れ ば 

1. ¿sa 

Ea 兵員 80% だ は 大 型 
重量 货物 6.000kg(10cm 加 農 
fel, 小型 戦車 , 貨物 自動 車 な 


E) 


2. 構造 は 極力 木製 と し て , 軽 
合金 の 仕様 を 最小 限度 た する 
St 
3. 航続 力 2,0004. (3,700 
km) LLE 
4. 片 般 2 基 減 軸 飛行 が 可能 な 
ここ と 
5. 試作 機 数 10 機 
な ど で あ っ だ た だ 
そし て , 当時 の 菊原 設計 部 長 の 


指導 の 下 に , 筆者 が 課長 , FOR 
一 技師 が 次 長 で あっ だ 第 3 設計 課 
が これ を 担当 し て , 開発 設計 を 進 


昭和 18 年 12 月 , 


主務 者 , 元 川西 航空 机 技师 
竹内 为 信 


め だ た わけ で ある 何 分 に も 前 例 
の な い 未 知 の d egi 大 仕事 で 
あっ て , 関係 者 の 苦労 は 並み た 


の で は な か っ だ 。 
eurea FEDO, 
[ 作 上 の 諸 問 題 , 運用 上 の 諸 問 題 
等 を 官民 協力 の 下 に ひと つ ず つ 解 
決し て いき , 昭和 19 年 後半 に は 
名 主要 部 の 縮尺 模型 に よる 各種 構 
造 強度 試験 や 。 数 次 の 実 大 モッ ク 
アッ プ に よる 租 装 審査 も 完了 し て , 

- 応 設計 段階 の メド を つけ 得る に 
至っ た 

その 間 , 昭和 19 年 6 月 , サイ >* 
ン 島 が 陥落 し , ここ を 基地 上 と する 
B-29 の 本 土 空 襲 が 激化 - de risk 
AT, 戦局 挽回 の 奇 手 と し て 本 機 
に 対す る 要望 が ます ま OE b, 
社内 に お いて も , サイ パン 奪回 作 
戦 に 役立た ん と の 合言葉 の 下 に , 
全員 死 力 を 尽く し て が ん ば っ な た だ も 
の で あっ だ た だ 


TOOS 


ZILCH, 


鳴尾 か ら 四 国 の 小松 島 へ 


で 本 機 の 設計 の 概略 を 述べ 


1 
Ab 
o, 


その 要 目 は , 
で ある が , 全備 重量 45t, 全幅 48m 
と いう 大 きる は 2 式 飛行 竹 よ り ひ 
と まわ 大きく, 当時 と し て は 巨 

人 機 の 部 類 に 入る 

構造 は 単純 明快 を 指向 し , 木製 
モノ ユック 構造 の 艇 体 主 構造 の 上 

FU < RR 2 本 桁 画 型 構造 の 


別表 に 示す と お り 


ERE ARA, 艇 体 上 部 整形 
構造 部 に 乗員 室 と 輸送 部 隊 士 官 室 
を 設け た だ 2 階 建て 構造 で あっ た 。 
艇 体内 部 は 全部 を 搭載 物 収納 に 
DTC, 艇 首部 分 は 大 きく 左右 に 開 
OT, 大 型 車両 が 出し 入れ で きる 
Atk, その 後 の ダ グラ ス C-124 な 
ど Ea 大 型 軍用 輸送 機 を っ くり で 
さき に 本 格 的 輸送 専用 機 で あっ た 。 
direne dz A 
5 # £ Z = ۲۲, 外 板 は 
ヒノ キ ・ ス ライ ス ド 単 板 の 45" 成 形 
合板 (ES 8 一 16mm) で あっ た 。 


BE KRE IZ GEK, 一 般 
助 骨 に 普通 積層 材 を 用 い , 外 板 は 


ER LAC / FAE HVAR 
また , 本 機 が 洋上 繋留 を 建前 と 
し た た だめ, 防水 と と も に 上 貝殻 や 海 
草 の 付着 に 神経 を 使い , NEKR 
トト の 艇 底部 に は , と くに モル ロイ 
合板 を 外 張 り し た 。 ERT 
お も し ろ い の は , 2 階 士官 室 の 椅 
rukana EL, 1 階 兵員 室 
HG > kE LIET, y 
DU & BASAR GET DO Mo 

発動 機 は , 当時 最も 生産 余力 の 
あっ た 火星 22 型 を 使い , rs 
は 機体 と 歩調 を 合わ せ て 軽 合 E 
使用 せ ず , 中 空 銅製 まだ 
シュ ワル ッ ツ 式 を 用 いる 方 針 で 研究 
試作 が 進め られ た だ 。 

以上 の 如く で , 結局 に お いて 軽 
合金 は 発動 機 ま わり に 少量 使っ た 
HUT, ほとん ど 完 全 な 全 木 製 構 
造 に よる 巨人 飛行 艇 「 蒼 空 」 の 設 


計 が まとめ 上 げ ば られ だ た わけ で ある 。 


この 設計 を 完了 し , 試作 図面 の 
出 図 を 完了 し た の が 昭和 20 年 1 月 
の こと で あり , その 以前 か ら 川 西 
航空 機 鳴尾 工場 に いて は 試作 1 号 
BED TDs ri EA 組み 立て 治 具 の 製作 De 
着 々 と 進ん で い た の で ある が , 19 
年 12 月 に 鳴尾 工場 に 緊急 疎開 命令 
が 下り , 木製 部 品 の よう な 可燃 物 
は 一 切 撤 去 せ よ と 命ぜ られ だ た だ 。 

そこ で 「 蒼 空 」 の 試作 工事 に 関 
し て は , その 部 品 製 作 は 四国 方 面 
の 協力 工場 に 分 散発 注 し , 組み 立 
て 工事 は 徳島 県 小松 島 海 軍 航 空 隊 

( 水 偵 基地 で ある が 当時 は すでに 
飛行 機 は ほとん ど な く 格納 庫 は 空 
屋 に な っ 下 い だ ) に 疎開 し て 行 な 
うと の 方 針 が 定め られ た 。 

か くし て , せっ か くく 鳴尾 工 場 に 
お ぉ いて 進行 中 て あっ な だ 艇 体 肪 骨 , 
王 翼 小骨 その 他 の 主要 部 品 の 集成 


Ge MR, ERK E OKH 
dte gol * 破 算 に し 
T, 改 ゅ て 設備 の 乏しい 紡績 転業 
の 新規 協力 工場 に むい て , 不慣れ 
な 手 を も っ て 再 出 発せ ね ば な ら ぬ 
こと た となり 
四国 間 の 輸送 の 困難 と , 指導 技術 
者 の 不足 な どの 悪 条件 が 重なり , 
これ ら 協 力 工場 の 立ち 上 が り は 極 
め て 遅 々 だ た る も の で あっ だ た だ 。 


情勢 悪化 で 試作 も 進ま ず 


- 方 , 試作 工事 の 本 拠 と な る で 
き 小松 島 試作 工場 は , 筆者 が 工場 
長 と な り , 第 3 設計 課 の 人 上 員 を 中 
Ut じ た 編 成 で ど ス ター ト せ ん と し 
1255, MRE TST RIEL IH 
電 改 生産 増強 関係 か の ら の 圧迫 で 
独立 工場 と し て の 運営 に 必要 最小 
erg タッ フ す ら ba KOR ま 

し か EO な が ら , 
条件 が 悪く と も , 何 が 何で も , こ 
の 蒼空 の 試作 工事 を 完遂 せ ね ば 止 


まじ と の 使命 感 に 燃え だ 筆者 ら は , 


地元 の 妹尾 徳島 市 長 を 動か し , få 
島 県 翼賛 壮年 団 の 全面 的 協力 を 受 
サ ける こま に 成功 じ だ 。 
ELT, それ まで 飛行 機 ど ころ 
か , 生産 工業 に 何 の ゆ か り も な が か 
っ た 方 々 , WEE, 町 会 議員 , E 
業 等 々 の 方 々 が 佐藤 副 団 長 以下 10 
名 , 全く 奉仕 的 に 家業 を 拠っ て 参 
ML, 工場 の 事務 的 方 面 の 大 部 分 
を 引き 受け て 下さ る こと に な り , 


が ろう . じ て 最小 限度 の 人 oe. 


20 年 4 月 1 日 を 期し て , 小松 島 
場 開設 の 運び と な っ た 。 


か くし て 何 の ゆ か り も な い 未 知 


蒼空 1/5 模 型 の 艇 底 音 


が で て 加え て , FL, 


いか に dda 


21-457 FEILER) 


キー ウェ ブ ( マ カン バ 45* 合 板 ) 


「 着 空 」 の 主要 桁 (ウェ ブ 式 函 型 桁 ) 


の 地 , 小松 島 に か らく も 足がかり 
を 作り , いざ 張り 切っ て 試作 に 仙 
進 せ ん と し た の で は ある が , MA 
の 情勢 は 刻々 悪化 する ば か り で あ 
So 
月 に は , 親 工 場 で ある 鳴尾 製 

作 所 内 部 に 紫電 改 の 生産 増強 に 全 
J # Z Z CTD FR ED AE Z BIE 
中 止 す べし と の 意見 が 高まり , HE 
需 省 の 指示 を 仰い だ と ころ , 軍令 
部 筋 の 強い 要望 に より 試作 は あく 
まで 続行 せよ , た だ し 10 機 発注 の 
うち 1, 2 号機 の み を 促進 し , 以 
後 は 追っ て 指示 を 待て と いう こと 
に は な っ だ た ものの, その 空気 は 依 
然 と し て 残り , 関係 者 を 悩ま し た 。 

5 月 に は 甲南 製作 所 被爆 。 6 月 
に は 鳴尾 製作 所 被爆 と 親 工場 の 戦 
褐 相次ぎ, 人 は 来 ず , 機械 は 来 ず , 
材料 は 来 ず と いう 状態 で , 筆者 6 
小松 島 派遣 員 は 気 ば か りあ せれ ど 
db, EITAILLTIZCHR 
に あえ ぇ えい で いた 。 

7 月 に 入っ て 事態 は 一 層 悪 化し , 
徳島 地区 s o 受け 始め 
た た め , 工場 は 生産 どこ ろか , Fk 
械 材料 の > 散 环 开 ， 防 空 壕 掘 b 
食糧 自給 の 甘 諸 づ くり な どの , Æ 
生産 的 作業 に 追わ れる 仕 未 と な っ 
で し まだ 5 
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1 桜島 を 背景 に , 鹿児島 湾 上 を 滑走 する 801 空 の 12 型 
"801-77" 号機 。 本 機 は 前 ペー ジ タ イ トル 写真 , お よび 
下 写 真 と 同一 機 で あり , 日 米 双方 の 記録 が 残る 稀 な 例 で 
HS. 昭和 18 年 以降 は , 地上 ( 島 の ) 目標 に し ろ , 水上 目 
標 (艦船 ) に し ろ , 太平 洋 地域 の 米 軍 側 の 警戒 , 防空 態勢 
は 強固 な も の と な り , 2 式 飛行 艇 の 昼間 行動 は . よほど 
の 幸運 が な い 限 り , 生還 を 期し 難く な っ た 


I 前 ペー ジ タ イ トル 写真 か ら , 少し 時 間 を 経た ショ ッ 
F で , 高度 は さら に 下がり 艇 体 下面 が 海面 に 接触 寸前 で 
ある 。 米 海軍 側 も PB4Y( 陸 軍 B-24 の 海軍 型 ), PV-1/-2, 
PBJ( 陸 軍 B-25 の 海軍 型 ) な どの 哨戒 / 爆 撃 機 を 配置 し , 2 
式 飛行 艇 と 同様 の 任務 に 就 か せ て いた 。 これら が , 互い 
の 任務 中 に は ち 合 わせ する こと も し ば し ば あっ た が , 上 
記 米 軍機 は いずれ も 陸上 機 で あり , PB4Y は 性 能 が 伯 仲 し 
て 武装 も 強力 , 身軽 さ の 面 で 双発 の PV-1/-2, PBJ に 対し 
て は , 2 式 飛行 艇 は 分 が 悪く これ ら に 撃墜 され て し ま 
う 例 も 多かっ た 。 


TL 米 軍 哨 戒 機 に 
捕捉 され た ら 海 面 
の 強力 な 射撃 兵 装 か ら 身 を 守る に は 自 す と 限界 が あ 


+ PB4Y の 攻撃 を 必死 に 逃れ よう と, 超 低 空 で 急激 な 右 
旋回 を うつ , 801 空 の 2 式 飛 行 艇 12 型 “801-79" 号機 。 し 
HL, 右 内 側 エ ンジ ン か ら は 激しい 上 笑 と 白 煙 を , MAA 
側 か ら は ガソリン を 噴き 出し て お り , その 最期 も 近い . 
PB4Y か ら は , # £ SRAMIC مزا رو‎ SH, 付近 の 海 
面 に は 弾 着 の 水 柱 が 立っ て いる 。 戦争 は 弱者 を 情け 容赦 
7 > FE) KD. 


れ も PB4Y( ran, 艇 体内 の トタン ク , 右側 
エン ジン か ら 火 災 , 白 煙 を 噴き な が ら 墜 落し て いく 2 式 
飛行 艇 12 型 。 乗 員 10 名 の 胸中 を 思え ば , 見 る に し の びな 
い 写 真 だ が , これ は 同時 に 飛行 艇 時 代 の を 象徴 する 
シー ン で ある 。 


T 強者 ども が 夢 の あ と "。 米 軍 占 領 下 の 南 太平 洋 マ キ 
ン 島 に 残さ れ た , 見 る も 無残 な 2 式 飛行 艇 の 残骸 。 異様 
ANB MRE, 4 つの エン ジン 取り 付け 架 だ けが , 
か つて の 勇姿 を し の ぶ 手 掛か り で ある 。 艇 体 の フレ ー ム , 
通 材 の 配置 , 着 水 の 衝撃 に 耐え られ る よう , と くに 強 
な 作り の 艇 体 下 部 骨組 みな ど , 通常 写真 で は 分 か ら な 
い 部 分 を 見 る の に 好適 な 資料 だ ろう 。 


+ 昭和 19 年 7 月, 米 軍 に 制圧 され た サイ パシ ン 島 アス リ 
ー ト 飛行 場 に 残さ れ た 2 式 飛 行 艇 ,. また は 晴 空 32 型 の 残 
EE, AFH 6 25 ,ده‎ KERDE E ) FERD Hh 
か た も な く 焼 失 し , ER, 尾 村 の 一 部 が 原型 を と ど め る 
の み 。 中 央 機 の 尾 械 に 部 隊 符 号 “1" が 確認 で き , も と 1001 
空 所 属 機 と 思わ れる 


〔 上 2 枚 〕 米 海軍 機動 部 隊 根 拠 地 ウル シー 泊地 に 対す る , 762 空 の 銀河 24 機 か ら な る 決死 攻撃 , いわ ゆる 「 梓 特別 
攻撃 隊 」 の 第 2 次 丹 作戦 に お いて , 攻撃 隊 の 誘導 を 課せ られ た の が 801 空 の 2 式 飛 行 艇 で ある 。 本 機 自身 は 攻撃 に 
加わ ら な いも の の , その 任務 上 , 銀河 隊 に 劣ら ぬ 決 死 の 出撃 に は 変わ り が な か っ た 。 2 枚 の 写真 は , 53 
月 8 日 最終 出撃 地 の 鹿 児島 県 天保 山 基地 に 向け , 四国 の 詫間 基地 を 出発 する 3 機 の 2 式 飛行 艇 乗員 が , 基地 員 総 
出 の 見 送り を 受け て それ ぞ れ の 乗 機 に 向かう シー ン 。 その 雰囲気 か ら も , 任務 の 重大 さ が ひ し ひし と 感じ られ る 。 


> 前 ペー ジ 2 枚 に 続 
ショ ッ ト で , Me 
地 の ス ペ り か ら 海 上 に 
HT, 基地 員 総 出 の 見 
送り に 機 上 か ら 応 える 
2 式 飛 行 艇 と 乗員 。 Y 
誘導 隊 の 1 番 機 は 
岩田 大 尉 機 で あっ た が , 
3 月 2 日 朝 , 訓練 地 の 
天保 山 か ら 詫間 に 戻る 
=, 悪天候 の た め 淡 路 
島 に 墜落 し て 乗員 全員 
が 菊 職 し て し まい , & 
As 1 番 機 は 生田 中 尉 ¢ 
以下 12 名 , 2 番 機 は 杉 
田中 尉 以下 12 名 , 3 番 
機 は 小森 官 少尉 以下 12 
名 に 変更 され た 。 


っ 詫間 か ら 天 保 山 に 進出 し て 3 
日 目 の 3 月 11 日 , 朝もや に か すむ 
桜島 を 背景 に , ウル シー 泊地 を 目 
旨 し て 発進 する 誘導 隊 2, 3 番 機 
画面 右 の ノボ リ の 向こう に 見 え 
る )。 先 行 天候 偵察 の 任務 を 帯び た 
1 番 機 生田 中 尉 機 は . すでに 夜 明 
け 前 の 暗い うち に 発進 し て お り , 
写真 に は 写っ て いな い 。 手 前 の 機 
橋上 で は 天保 山 基 地 員 が 総出 で 見 
美 っ て いる 。 結局 , 発進 が 遅れ た 
2 番 機 は 未 帰還 と な り , 3 番 機 の 
誘導 が 成功 し た も の の , 銀河 隊 の 
攻撃 は 適切 さ を 欠 き , 空母 1 隻 に 
損害 を 与え た の み に 終 わっ た 。 


+ 昭和 Z0 年 3 月 17 日 夜 , 米 海軍 機動 部 隊 の 本 土 接近 を 察し , 
が 夜間 索敵 の た め 出 撃 し た 。 し か し , 
REFS 1 機 (801-95 号 ) だ けが , 
し て 生還 し た 。 写真 は , 海 崖 に の り 上 げた 同機 と , 
1 名 が 機 上 戦死 し , ほか に 負傷 者 が いる た め 


dk ار‎ 


KO 


27 ۳۵ 23 +b 5 AMERICA 7- 2 OHM 2 式 飞 行 艇 
待ち 構え て いた 米 軍 夜間 戦闘 機 に より 次 々 と 撃墜 され , 木下 悦郎 少尉 を 機 
艇 体 に 銃弾 を 浴び な が ら も 辛うじて 追跡 を 振り 切り , 志摩 半島 の 海 央 に 不 時 芽 
傍ら に 立つ 木下 少尉 以下 乗員 。 7 名 し か 写っ て いな い の は , 


対談 :2 式 飛行 艇 と と も に 8 


連絡 な し で 未 帰還 


本 誌 2 式 (飛行 艇 ) を 装備 し た 
実戦 部 隊 と いう の は 数 が 少な いで 
す fdo 

金子 801 (航空 隊 ) £802, それ 
£851, これ し か な い 。 浜 空 (横浜 
航空 隊 ) が 801 に な っ て , 14 航 空 隊 
25802, 東港 航空 隊 が 851 に な っ た 。 
14 空 の 802 と いう の は , 東港 と 浜 空 
の 混成 部 隊 で す 。 実際 に や っ た だ W 
は これ だ け で , あと は 輸送 機 に な 
る 。 そ の は か に 詫間 (た くま ) と 
指宿 (いぶ すき ) は 練習 航空 隊 で 
vs 

本 誌 洋上 哨戒 の ほか に 爆撃 , そ 
れ か ら 埋 撃 も で きる こと に な っ て 
hez £ う で す が Iper š 

金子 性 能 を その も の は ある こと に 
な っ て いる ん で すけ れ ど も , 図体 
が 大 きい で すか ら , 攻撃 に は 不 向 
き で すね 。 攻撃 とい う の は , は と 
ん と ど 夜 間 の ゲリラ 戦 で す 。 雷撃 は , 


97 ( 式 飛行 艇 ) で は 緒戦 に や っ て 
2 


いる ん で す が , 式 で は 1 回 も や 
っ て いな い は ず で す 。 

堤 た だ , 魚雷 の 積み 方 の 訓練 は 
や っ だ た だ 。 

金子 ほとん どど 哨戒 で す 。 哨戒 と 
いっ て も , だ ん だ ん 戦争 が 上 厳し く 
な っ て きま す と , 敵 を 発見 し て も 
接触 が で どき な く な っ た 。 敵 発見 の 
電報 を 打 て れ ば いい ほう で , な ん 
に も 信号 な し で 未 帰還 と な る 。 こ 
れ は 怪し い ぞ と いう ん で , 次 の 日 
に その コー ス へ 行く 〈 と , 敵 が 出 て 
きだ と いう 。 その よう か な 状況 だ っ 
LT I 4, 

F 電報 を 打つ ひま も な く や ら 
HELE IE 


金子 電報 し いじ っ て も , ト 連 送 が 


「 敵 飛行 機 見 の ゆ 」 で すね 。 だから , 


EPS? hy E ETT GUE E 
の 連 送 の と き は , 戦闘 機 か な に か 
分 が ら な いけ れ ど も , 敵 の 飛行 機 
と 交戦 中 。 そこ まで 行か れ り ゃ い 
い ほ う で , 南洋 の 晴天 で は , 接触 


元 海軍 中 尉 金子 英朗 
元 海軍 中 尉 te 四郎 


な ん か 考 ん られ な いで すね 。 辻 の 
な か へ 逃げ たり, HELA EYED 
夜間 で す 。 

し だ が っ て , その あと で , いち 
ば ん 働い た の は 輸送 で す 。 戦争 が 
厳し く な っ て 船 が どん どん 洪水 艦 
に や られ て し まう 。 準 士官 以上 , 
ある い は 報道 や 民間 の 方 も 、 ほ と 
A E 飛行 機 を 利用 し て 空輸 し た と 
いう か た だ ち で , 輸送 で は 飛行 艇 も 
カカ を 出し て お り ま す 。 攻撃 に 無理 
に 使っ た と ころ , 犠牲 が 多く て 効 
果 が な か っ た だ 。 2 式 の 場合 , 哨戒 
と 輸送 が 2 本 柱 じ や な いか と 思い 
ます 。 

本 誌 開戦 の ころ は 2 式 は まだ 部 
隊 に 配備 され て いな か っ だ わけ で 
Ge 

金子 97 (ARTE) TT. 開戦 
DES, 浜 空 は マー シャ ル 進 出 で 
th, ヤル ー ト に お り ま し て , Z 
の ちょ っ と 北 の ウ ォ ッ ピ ゼ て で 訓練 を 
や っ て , 開戦 直前 に ヤル ー ト に も 
どっ て 開戦 準備 で す 。 堤 さん , あ 


対談 : 


2 式 飛 行 艇 どら ども に 


ん だ た 開戦 の と き ,。 どこ に いた だ の 。 
E ヤル ー ト で す 。 私 は 輸送 機関 
係 で ヤル ー ト に 行っ た 。 
AE 堤 さ ん は , 大 戦中 は ずっ と 
输送 机 (MATHE) の ほう で …… 
堤 ええ , 97 式 で 南洋 航路 を 終わ 
り ま し て か ら , 輸送 機関 係 に まわ 
x T, 昭和 18 年 に 8 2 E IZ E ÆR! 
航空 隊 の 教育 に な っ て , それ か ら 
は 連合 艦隊 司令 部 付 の 輸送 機 に な 
> だ 。 それ で 2 式 に 替わっ て , 3 
代 の 長官 に つか え を だ わけ で す 。 私 
が お 乗せ する で きだ っ た の に , hk 
まだ ま 内 地 に 帰っ つて いる と き に 長 
BOTZA HONE Ys を ん な くい 
ちがい で , 私 は 生き 残っ た …… 


ホー ラン ド , ベー カー 攻撃 
金子 開戦 に な っ て , 
初 の 攻撃 は , 


REAA Fh 


いち ば ん 最 


ベー カー 攻撃 。 あ の 
ころ は 景気 よかっ だ ん で すね , iE 
Ell 2 隊 あ り ま し て , 12 機 が 2 BK 
に 24 機 。97 式 は 陸 用 爆弾 60kg は 16 
INTA TC TK, ADL SITLL 
2°, 60kg k 25% (250kg) を 混ぜ て 
積み まし だ た ね 。24 機 も も ホー ラン 
ベー カー へ 行っ て , ホー ラン 
で 爆弾 を 半分 落と せ , 半分 残し 
て ベー カー へ 落と せ と い う や り 5 方 
ESA: 
AE € GIZ RT ? 


金子 AA, 内 地 と 同じ 時 間 を 使 
いる わけ で すか ら 夜 明け が 早 


午前 10 時 まで に 引き 返せ の 電 
が な けれ ば , その まま 続行 と 
この 電報 は きわ め て 重要 だ か ら , 
1 機 で も 電報 を 傍受 し た も の は , 
内 へ 信号 し 合え と 。 
朋 戦 が 中 止 に な る か どう か と いう 


ee ハワイ が 一 日 遅れ 
だ りな ん か する と , 困る らし いん 
Cde 

£5 L C dea READ, LE 


kan. て 引き 返し て し ま 
Ro その 晩 は 燃料 を 積ん で , 翌 
行き まし だ ね 。 ハ ワイ が や られ 
こい る が か TREE: 2 Z CARE 
Sd LTTE ELIN, ホー ラジ 

ベー カー と も , 飛行 場 は あり 
ぇ し だ けれども, 飛行 機 は 1 機 も 


マジ ュ ロ に 進出 し て 。 


日 米 会 談 で 


いな い 。 し だ が っ て 。 ゆっ くり と 
し た 爆撃 で すか ら 和 飛行場, 格納 庫 
と も 全 弾 命中 で て 
1,000 か ら 1,500(m) ¢ らい の 低空 
爆撃 だ っ た 。 
AEE 水平 爆撃 し いう の は , Mr 
ら な いち も BIER 
金子 命中 - 悪 じん で す 
ね 。 それ で 戦前 か ら 爆 撃 法 は いろ 
* ろ 変わ り ま し て , 1 発 必中 は 当 
だ らん と いう ん で , 公算 爆撃 を や 


れ と 。 い くら 狙っ だ っ て , 


爆弾 と 


いう も の は 当たら な いも の だ か らら, 


1 発 で も 当たれ ば いい , 弾幕 で つ 
つん で し まえ と 。 それ で 特殊 科 練 
泊 生 と いう 名 人 教育 を や っ て , 技 
۳12۴ > いう 名 人 に 仕込 ん だ 爆撃 
EP, 各 攻 撃 部 隊 の 1 番 機 に 乗っ 


Eda HAMEL Ç ۷ 2 O lz 1 E 
機 ど だ け な ん で す 。 列 機 は I EEA 
落と し た の を 見 て パッ と 落と す 


あの と き 私 の 1 小隊 は , eo. E 
同年 兵 の 星 谷 が 爆撃 手 で 
SPORT LS db Ç 6 db CET 
SUR, 

そん な わけ で , カラ ッ ポ の 飛行 
場 へ 落と し て 帰っ て きだ た 。 そう し 
だ ら , 一 方 ウエ ー キ に 行っ た 第 : 
航 戦 の 中 攻 隊 の ほう は , IE E 
戦 を し た 。 第 1 PIE GO ۲۳۵۱4 5 
完全 に 失敗 。 中 攻 隊 が 1 回目 の 攻 
撃 を や っ て , か な り 被 害 を 与え だ 
と 思っ だ ん で す が 。 
イル ドキ ャ ッ ト (F4F) 6 機 が 残っ て 
お っ だ 。 こ の 6 機 の パイ ロッ ト が 
じつに 勇敢 な ん で す 。 それ に 悩ま 
され まし て , 中 攻 隊 が バタ バタ 墜 
と る れ だ 。 

ホー ラン ド , で ベー カー の ほう は 
英 が いな いと いう ん で , すぐ こん 
ど は ウォ ッ ゼ に 移り まし て , ウエ 
ー キ が 陥落 する 12 月 23 日 2 で , 中 
攻 較 と 一 緒 に ウエ ー キ 攻撃 で す 。 
HA p tA も し く は 薄暮 を や 
Do 飛行 艇 ! ょ 夜間 の ゲ リラ 戦術 。 
と ころ が , 最後 ま で F4F が 3 機 残っ 
て あり まし て , ウエ ー キ が な か な 
か 陥 ち な い 
iè Ba ウエ ー キ の 
近く の ポカ ク 鳥 と いう 小さ な 確 に 

st LT, 陥落 A 同時 に 進出 す 
る と いう ん で , 待機 し て いた 。 


グラ マン の ワ 


~ す 。 あ れ は た し か 


2 式 の ハワイ 空襲 


金子 ZO IE GOO Zs d HE b 2 
戦 し た ん で す 。 それ で ハワイ 空襲 
の 帰り が け の 蒼龍 に 応援 に き て も 
5 STE deiez RD SRG, も 

3 機 の F4F は 一 撃 で 終わ っ て し ま 
EG れ が 23 日 の 夜明け で す 。 
同時 に その 日 に 飛行 艇 が 進出 し て 

C, 敵 の 機動 部 隊 の 来襲 に 

な え ぇ て, 哨戒 が 始ま っ た 。 そう い 
う 使い 方 は , 飛行 艇 に は 理想 的 で 
3 4. 

初め て 進出 し た と き は , MOT 
1 を 機電 じゃ な いか と いう ん で , 
を そう っ と だ た いて みた だり KR). E 
戦隊 は 設営 隊 の ほう の 施設 を 使い 


や As 


い 


\ 


>T 


まし て , 浜 宰 は あそこ に パン ・ ア 
メリ カン の 中 継 基地 が あっ て , を 


れ を 和 宿舎 に し た 。 爆 撃 で ご み ふん な や 
られ て , 直し て 住む ん だ か ら , も 
う 少 し 上 手 に 爆撃 で き な か っ た だか 
と 思う くら い , 徹底 的 に 壊し て しぃ 
だ 。 あ の ころ は , こち ら の 爆撃 も 
dE drea ë TÅ 
本 誌 2 式 が 配備 され 出し た の は 
17 年 の 3 月 ご ろか ら …… E 
金子 3 月 3 日 に , 例 の ハワイ 空 
襲 を や っ だ ん で す 。 横 空 で 実用 実 
験 を 終え を た ば か り の 2 式 を 2 機 持 
DTET, AIIN ار‎ PATE, 
1 番 機 が 橋爪 (A) SAT, 2 
番 機 が 笹生 (少佐 ) さん 。 ヤ ルー 
ト へ き て , 臨時 浜 空 が 編成 きれ だ 
わけ で す 。 あれ は 浜 空 が や っ だ こ 
E (Z 245 TODA TID. DOE 
ろ 浜 空 は , 97 式 し か 持っ て いな ヵ 
tos 
FEE ハワイ の オア フ を や る わけ 
TID, 実際 に 出 た の は ウォ ッ ゼ 


金子 ヤル ー ト で 整備 し て , ウォ 
ッ ゼ か ら 出 だ 。 途 中 に フレ ンチ フ 


リ ゲ ー ト と いう おぉ SHLAT? 
が , そこ に 洪水 艦 が 進出 し て お っ 
T, そこ で 給油 し て ハワイ を 空 遂 
する と 。 爆弾 は ウォ ッ ゼ か ら 積 ん 
で 行き まし た だ ね 。250kg を 8 発 積 め 
る ん で すけ れ ど も , 4 発し か 持っ 
て いか な か っ だ 。 2 機 で 8 発 で す 
本 誌 この 空襲 は 戦果 は な か っ た 


97 


۵271175 / ۱8 ZE 0 0 


OFM: 野原 Å 


+ 12 型 の 艇 首 銃 座 付 
近 。20mm 機 銃 は , 電動 
モー が (まり EF 
向 に 操作 す る 


> 12 型 の 艇 首 上 面 を , | 
操縦 室 の 上 か ら 前 方 向 
に 見 る 。 2 本 立つ 棒 の 
うち 前 方 が ビ ト ー 管 , 
後方 が 着 水 灯 を 兼ね た 
aide ade az ei た だ も し 。 
Sed リ ジ ナ ル が 失 
bn, 単に 鉄 の パイ プ 
が 付い て いる だ け 。 ピ 
ト 一 管 支柱 下方 の “か 
ASL” も 失わ れ て い 
る 。 画面 手前 の 半 卵 形 
突起 は 天 測 用 ドー ム 


+ 12 型 艇 首 銃座 の 内 部 。20mm 機 銃 は 付い て 
いな い が , 本 来 な ら 中 央 の 円 形 マ ウン ト に 取 
り 付 けら れる 。 銃 手 は 下方 の 軽 め 穴 の あい た 
ステ ッ プ に 立ち , 銃 を 操作 する 。 


> 増加 試作 機 , 11 型 
の 艇 首 内 部 。 左 写真 の 
12 型 に 比較 し て , 85 
25, 左右 の 明か り と り 
窓 な どの 形状 , 配置 が 
異な る こと が 分 か る 
手前 右 の 3 つの 窓 の う 
ち , 一 段 高 い 窓 の 部 分 
が 出入 り ハ ッ チ 


x 


f かつおぶし" と 呼ば れる 内 側 波 お さえ を 下方 か ら 見 る 


+ "かつお ぶし "の クロ ー ズ アッ プ 。 まさ に 言い えて 妙 , 
見 る と じつに よく 似 て いる 


SI LT 


入り 用 の 前 部 ハッ チ 


ッ ト に 正 副 パイ ロッ ト が 座っ た 
MET も か か わ 
本 を 採用 し て いる た 
に (ば 大 きく な く 。 | 
TSN, € 
時 の 日 本 機 に し て は 異例 の 広 さ で ある こと 
が 分 か る 


> 12 型 426 号 の 操縦 室 正面 。 窓 が ラス の 配 
E, 形状 な ど は , 前 ペー ジ 下 の 「 敷 島 」 と ま 
っ た く 変 わら な い 。 正面 ガラ ス の ポー ポイ ズ 
防止 用 白線 は , 消さ れ て し まっ た の か 未 記入 


€ 夜間 , 室内 灯 の 明り に 浮か び 
上 が っ た , 「 敷 島 」 の 操縦 室 。 戦 争 
末期 に , 本 機 の 常 礁 手段 と な っ た 
夜間 飛行 の 雰囲気 が 感じ と れる 。 


+ 操縦 室 上 部 を 後方 か ら 見 る 。 画面 中 央 上 方 の 
半 卵 形 突起 は , 天 測 用 ドー ム 。 手 前 左 の 突起 は , 
冷暖 房 用 空気 取り 入れ 口 。 


LE) 操縦 室 上 部 を 右 後方 の 第 3 エン ジン ナ セ 
ル 付 近 か ら 見 る 。 天 測 ド ー ム の 右 後方 に 立つ の が , 
アン テ ナ 支 柱 。 画 面 友 の ひっ か き キ ズ の よう に 見 
える 色 違 い の 部 分 は , プロ ペラ 回 転位 置 を 示す 警 
戒 帯 ( 赤 )。 


I 。 アンテナ 支 柱 上 端 に 付い て いる 夜 問 離 着 水 灯 。 
電球 が 2 個 付 いて お り , mim 2 ۶6 5 SOL BR 
は 下方 向き に 付い て いる こと が 分 か る 。 
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dee 
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u 
be dA ENE I 
20009 ۵ 


「 敷 島 」 の 操縦 室 正面 を , 仰ぎ 見 る よう に し て 撮影 し 
た ショ ッ ト 。 画面 上 方 に は 天井 に 配置 され た 各 操 作 レ バ 
ー が 写っ て いる 。 下 か ら 順 に スロ ッ ト ル ・ レ バ パー, ミクス 
チャ ー・ コ ント ロー ル ・ レ バー( 堪 の 4 本 ), プロ ペラ 調 速 
レバ ー( 右 の 4 本 ), エン ジン 点火 時 期 調 整 レ バー。 スロ 
ッ ト ル ・ レ バー の 内 側 と 外側 の 形状 が 異な る の は , IE, Ål 
操縦 士 が ふた り 同 時 に 操作 する た め 


+ 上 写真 と 同じ く 「 敷 島 」 の 操縦 室 正面 。 画 面 右端 が 
主 操縦 士 席 , 同左 端 が 副 操 縦 士 席 。 正 面 主計 器 盤 の 手前 
を 横切る 太い パイ プ が 操縦 宰 で , これ を 前 後に 動か し て 
昇降 能 の 上 げ 下 げ を , IE, 副 操縦 席 の 前 の 操縦 樺 に 付い 
て いる ハン ドル を 左右 に 回 し て 補助 械 を 操作 し た 。 計器 
盤 中 央 の 上 部 に 並ん だ 4 個 の 計器 は ブー スト št. 


> 


E 


ayy 


ae 


y 
vilt 
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t 12 型 426 号 の 操縦 室 正面 。 計 器 の 一 部 が 2 

その ほか は ほぼ オリ ジ ナ ル を 1 مد‎ 前 ペー ジ の 「 敷 島 」 
と 比較 し て も , ほとん ど 同 じ で ある こと が 分 か る 。 画面 中 央 
手前 は , DEE 可 ve 度 調節 スイ ッ チ , お よび 
油圧 計 , っ RE 2 C を まとめ た 
パネ ル と , 補助 村 ト リム タブ 操作 ノ プ 。 そ の 両側 に 見 える ハ 
,اما( مد‎ 右 が 方 向 能 トリ ムタ ンプ, 


e IF, ARKEN RAT 
開口 し て いる , HEES 
の 降り ロ In PT (= 
その 階段 が 写っ て いる 


> ほか の 座席 より も , 
vx < SAR? ) な 作り 


っ 「 敷 島 」 の 前 方 無 
席 。 左 に 見 える 
ŽRE 4 = 

DEE GRIERER) 
アン テ ナ 空 中 線 
縦 室 上 部 と 中 
FE BAD LER 
っ で お ある ほぼ ほか, 
幸 行 中 に 艇 体 下面 か 
垂下 アン テ ナ 線 を 
らし て 補っ た 。 送 
Elk, 振動 に 対 
LARA, TAR 
ご 吊っ て ある 


> 「 敷 島 」 の 方 向 控 
HER, 2 式 飛行 艇 
搭載 され た 方 向 探 
“ls, 零 式 空 4 号 


縦 室 後部 付近 の 艇 

* ま 上面 に ルー プア ン 

テ ナ を , また 前 部 ア 

FF 支柱 か ら ル ー 

7 アンテナ 付け 根 に 

か け て 補助 アン テ ナ 
緑 を 張っ た 。 な お , 
島 」 の 場合 は , 

方 無線 士 席 が 客室 

- こ な っ た た め , 同席 

っ た 96 式 空 3 号 

泉 机 (中 距离 用 ) も , 

- の 方 ・ 探 席 に 移し 

て あっ た と 思わ れる 。 


ESTE) 「 敷 島 」 の 操縦 室 全 体 を , 機関 士 席 付 近 か ら 前 
向け て 撮影 し た ショ ッ ト 。 各 乗員 が 配置 に つい て お り , 

了 中 の 雰囲気 が 分 か る 貴重 な 資料 。 画面 手前 右 の ボッ クス 
エン ジン 関係 計器 盤 で , こち ら 向 き に 顔 半 分 だ け 見 える 

が 機関 士 。 そ の 背中 合わ せ に 前 方 を 向い て , 耳 に レシ ー バ 
を 当て て いる の が 前 方 無線 士 。 左 手前 は 方 向 探知 士 席 で , 
- の 前 方 は , 本 来 な ら 航法 用 机 が 備え 付け て ある 部 分 だ が 

は 一 段 高 く ひ じ 掛 け 付 き の 座 席 が 付い て お り , 輸送 機 
“ent "es (4, この 部 分 に 機長 (指揮 官 ) 席 が 移さ 

EITI 


(EXI TF) 上 写真 と ほぼ 同じ 位置 か ら 撮影 され た , 2x 
飛行 艇 12 型 操縦 室 全 体 。 屋 外 の 自然 光 下 で 撮影 され た 写真 の 
た め , 内 部 の すみ ずみ まで 明瞭 に 写し 出さ れ て いる 。 操縦 席 
天井 の 各 レ バー 類 と エン ジン , プロ ペラ な ど に 接続 する 配線 
類 が , むき 出し の まま 天井 を 走っ て いる あたり が , いか に も 
飾り 気 の な い 軍 用 機 を 象徴 し て いる 。 手 前 左 の ハシ ゴ は , = 
28 EIZ Hi 27- 9۵ 0 t> 0( 


8 「 敷 島 」 の 機関 士 席 。 正 面 の パネ ル に 4 個 
ずつ , ずら り と 並ん だ エン ジン 関係 計器 が 4 
発 機 で ある こと を 証明 し て いる 。 戦後 の 4 発 
ジェ ッ ト 機 の 。 フ ライ ト ・ エ ンジ ニア 席 の それ 
と は 比べ る べく も な い が , それ で も 監視 する 
計器 , 操作 レバ ー の 数 は 相当 な も の 。 大型 機 
の 機関 士 を , 海軍 で は 搭乗 整備 員 と 呼ん で い 
た 。 文字 どおり , 機体 の すべ て を 知り 尽く し 
た 整備 員 が , その まま 搭乗 員 に な っ た よう な 
存在 で ある 。 


> 12 型 426 号 の 機関 士 席 。 正 面 計器 盤 の パネ 
ル 下 半分 と , 上 方 の 計器 の 大 部 分 が 失わ れ て 
いる が , レバ ー 類 は ほぼ 揃っ て いる 。 画面 中 
央 の 窓 を は さん で 左側 の スイ ッ チ 類 は , 配電 
EDEN, 


> 12 型 426 号 の 指揮 官 席 付 近 か ら 後方 を 見 
た ショ ッ ト 。 右 手前 の 大 き な 木 製 机 は , オリ 
ジ ナ ル で は な く , 本 来 は この 部 分 に 補助 航法 
EE, 方 向 探知 士 席 が ある 。 正面 上 方 に 開い 
た ハッ チ 部 分 か ら 主 机上 に 出る 。 


+ 12 型 426 号 の 航法 室 を 艇 尾方 向 に 向け て 
撮影 し た ショ ッ ト 。 画面 左右 の 出窓 風 に な っ 
て いる 部 分 が 側 方 銃座 。 手 前 左右 の 箱 状 の も 
の は 射撃 時 の 足場 。 正面 の 天井 か ら 下 方 に 突 
き 出 た 黒っぽい 部 分 が , 上 部 動力 銃 塔 の モー 
ター 部 分 で ある 。 

rey 


/ 


+ 「 敷 島 」 の 艇 体 中 央 部 に 設け られ た , 応急 
< d こ 向 け て 見 だ を どころ で 。, KR 
含む) に クッ ショ ン を 張っ た 
中 と し て は ) 椅 子 が , AA (SH 
FE, 左 艇 側 に 11 席 設け て ある 
A t Tb, 本 機 の 艇 体 は 既 述 
LESER 幅 が 狭く , 写真 を 見 れ ば 分 
か る と お り , 向かい 合っ て 座る 乗客 は 互い の 
膝 が 触れ そう な 感じ で ある 。 画面 上 方 左右 の 
丸く 見 える 窓 は 側 方 銃座 (実際 の 射撃 は ほとん 
ど 不 可能 ), その間 の 後方 天井 に 見 える 突出 油 
が 上 部 動力 銃座 。 な お , 「 敷 島 」 は この 客室 の 
床下 の 艇 内 下部 (従来 の 燃料 タン ク 室 の 一 部 ) 
に も , 第 2 客室 と し て 右 艇 4 席 , 左 艇 3 席 を 
設け て あり , 第 1 客室 と 合わ せ て 計 27 名 を 収 
容 で きた 


客室 El 


+ 輸送 機 型 晴 空 32 型 の , 艇 内 下部 に 設け ら 
れ た 第 5 客室 。 艇 尾 に 向かっ て 見 た と ころ で, 
中 央 の 扉 の 向こう は 燃料 タン ク 室 。 椅子 は べ 
ンチ 式 で , 詰め れ ば 左右 5 名 ずつ は 座れ た 
この 第 5 客室 の 前 方 (画面 で は 手前 方 向 ) が 第 
4 客室 に な っ て いる (や は り ベ ンチ 式 ) 


t 左 内 側 エ ンジ ン ・ カ ウリ ング 先 
AP YA ASADA ピナ ー と 
と カウ リン グ 先 端 の 間 は , か な り の 
いて いる こと が 分 か る 。 以下 4 枚 を 
べ て 12 型 426 号 機 。 


時 エン ジン ナセル 下面 


= 内側 エ ンジ ン ナ セル 全体 を , 艇 体 上 か ら 見 る 


9 2 م‎ ( FENDER, 操縦 室 上 か ら 見 る 。 カ ウリ ング 


NIE, 気化 器 空気 取り 入れ 口 。 プロ ペラ は “4E5045" 
۱ 5 JL 7۱53520 4 AT, 直径 は 3.90m 


円 形 開口 部 は , 潤滑 油 冷却 空気 取 


j 便 エ ンジ ン ナ セル 下面 後部 。 画面 右 の 上 下 に 見 える , UA 
き 出 た パネ ル は 燃料 タン ク 着 脱 用 


1 左 主要 付け 根 下 面 の 後方 寄り に ある 3 個 の 窓 。 画 面 手前 が 艇 体 
側面 に な る 。 右 上 の 分 割 溝 は フラ ッ プ と の 境目 で , 三角 形 の 突起 は 
の ウブ 5 人 ヒシ ンジ 。 


+ 艇 体 中 央 部 左右 に 取り 付け る , 地上 移動 
用 台車 。 写 真 は 右側 の も の で , 向かっ て 右 が 
前 方 。 こ の 台車 自体 840kg の 重量 が ある 。 本来 
は 支柱 中 央 に 金属 製 箱 型 フ ロー ト , お よび そ 
の 左右 に 各 1 個 の “ウキ " が 付く 。 


EE 軸 下面 の 両 エ ンジ ン ナ セル 間 に あ る 第 3, 4 燃料 タン ク の 
ネル の うち , 4 番 の パネ ル 。 画面 右 方 が 前 縁 で , 下方 が 外側 
エン ジン ナセル 。 


I 右 主 糞 端 上 面 。 ち ょ うど 日 の 丸 外側 の 部 分 か ら , MBA KO 
る 。 日 の 丸 内 側 後方 の 突起 は , FM RISE, 


1 右 主 机 下面 の フラ ッ プ , MBR. ne 
NAA, 外側 に 2 分 割 さ れ て いる 。 画面 上 方 
の フラ ッ プ の 後 縁 寄 り に , 2E77v 703 
フラ ッ プ * ヒ ンジ が 見 える 。 


T 222۳38 ۲ 50۵3817 Or hätt, BLU 
補強 用 張 線 の 付け 根 


tT 左翼 端 フ ロー ト 全 体 。13 試 大 艇 で は , フロ ー ト 下面 に ステ ッ プ が 付い て い 


な か っ た 。 
er ۴ En L(F 2K) 艇 体 後部 の 側 方 銃座 , お よ び 上 部 動力 銃 塔 付近 を , ZAR ED 
tT 左 械 端 フ ロー ト を 後ろ 正面 よ E Ede oh pis te (= 3 BR d- a + : یم‎ rå 
り 見 る 。 その 断面 形 が 一 目 瞭 然 ら 見 る BEJE, 側 方 銃座 窓 に 主要 付け 根 後 縁 の フ ィ レ ッ ト が 接し , HER 


に ビッ タリ と フィ ッ ト す る よう に 工夫 され て いる こと が 分 か る 。 右側 の 艇 体 日 
の 丸 の 中 に 見 える 突起 は , 7.7mm 予 備 銃 用 の 銃 眼 。 な お , この 見 開き ペー ジ の 写 
真 11 枚 と も , 12 型 426 号 の も の で ある 


tT 右側 方 銃座 。 プ リス ター 後半 部 の 回 転 窓 が 外れ て お り , “O'S 
これ は , 設計 当初 7.7mm 機 
銃 を 予定 し て 設計 し た た めで , 20mm 機 銃 に 換装 し た 際 , この よう に 
お よび 後半 部 内 側 に は , 新た に 固 


形 の 20mm 機 銃 架 が むき 


変更 され た 。 ブリ スタ ー 前 半 部 , 
定 窓 が 付け られ て いる 


> 左側 方 銃座 の プリ スタ ー を 
ィ レ ッ ト と の 融合 具合 に 注 


tT 右側 方 銃座 の プリ スタ ー を 内 部 か ら 見 る 。 


画面 左 方 向 が 前 方 。 後半 


HH し に な っ て いる 。 


上 か ら 見 る 。 画面 上 方 が 前 方 。 フ 


回 転 部 を 廃止 し て , 新 


た に 固 


> 艇 体 中 央 上 か ら 艇 尾方 向 を 見 る 。 上 部 動力 
量 い っ ぱい の サイ ズ で ある こ 
5 38 117807 1 Ly KAR 


銃 塔 が , 
と や , ER, AI 
な ど が 分 か る 。 


76 


定 窓 ( 枠 は 木製 ) が 付け られ て いる 。 


f 上 部 動力 銃 塔 を 前 方 か ら 見 る . 
球形 ガラ ス 内 に 取り 付け 銃 架 の み が 見 える 。 


ター の 油 庄 に よっ て 回 転 す る が , 
前 の アン テ ナ 支 柱 が , 
いて いる こと が 分 か る 。 


20mm 機 銃 は 失わ れ て いて な く , 

“ORAS, 電動 モー 
上 下方 向 の 操作 は 手動 で ある 。 手 
少し 左側 に 寄っ て 付 


心 線上 で は な く , 


> 艇 体 後部 右側 。 水平 尾 村 付け 根 前 
縁 付近 の 下方 に 見 える ふた つの 小 窓 は , 
艇 体 下 面 の ハッ チ を 開い て 下方 に 向け 
て 射撃 する , 7.7mm 予 備 機 銃 操作 の た め 
の 明か り と り 窓 。 


+ 垂直 尾翼 右側 。 上 方 に 802 空 所 
属 当 時 の 機 番 号 “NI-26" GOSEA EN 
が は っ きり 分 か る 。 これ だ け の 大 
型 機 に も か か わら ず , PARED 
布 張り と いう 点 が , いか に も 日 本 
機 ら し い 


+ 尾部 銃座 窓 。 後面 が 潰れ 
で いる の は , 台風 に よる 損傷 
跡 。 下 方 の 2 個 の 突起 は 尾灯 


> 尾部 銃座 内 部 。20mm 機 銃 
は 失わ れ て 付い て いな い 。 = 
の 銃 架 は フラ ンス の ド バ ー ン ソン 
ン 製 動力 銃 架 を 国産 化し た も 
の に 改良 を 加え た も の で , 左 
右 方 向 に 76", 上 下方 向 に 90* の 
射 界 を 有する 。 この 見 開き ペ 
ー ジ 10 枚 と も , 12 型 426 号 


+ 艇 体 尾部 左側 の , 水平 尾翼 
下方 に 残る 型式 , 製造 番号 な ど 
を 記し た ステ ン シ ル 文字 。「 二 式 
飛行 艇 一 二 型 , 製造 番号 川西 第 
4263 ر‎ NÆRT & 2۰ 


129942675 DEF 


۲ 四国 の 詫間 基地 か ら 横 浜 に 空輸 され た , も と 詫間 航空 隊 所 属 の 2 式 飛 行 艇 12 型 , 製造 番号 426, ۳۲-31۳ 号 
は , 調査 ・ た スト 機 と し て 1945 年 12 月 10 日 に 船便 で 米 本 土 に 運ば れ た 。 最初 に 陸揚げ され た 地 は , ワシ ント ン 州 の 
ウィ ドビー アイ ラン ド 海 軍 基 地 で , 写真 が その と き の も の 。 艇 体 日 の 丸 部 分 に は , 応急 的 な 米 軍国 籍 標識 が 記入 
され て いる 。 こ の 時 点 で は , まだ 艇 首 の 電 探 アン テ ナ も 付い て いた 。 主翼 前 縁 の エン ジン 整備 用 ステ ッ プ が 開い 
て いる こと に 注 


7 
Hi] 
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